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開会 午前９時30分 

 

〇委員長（川上 勲君） 

皆さんおはようございます。 

先島諸島では、３日目に入りましたけど

も、台風12号で、雨風が吹き荒れておりま

す。幸いにして、ここ大阪では、３日４日

続きの晴天で、昨日、一昨日は満月でござ

いました。 

日本語は非常におくゆかしい言葉がござ

いまして、私は、横文字の片仮名よりも、

日本語が大好きでございます。 

ちなみに月は15日で満ちて、15日で欠け

るということでございますが、その時々に、

日本語らしい優雅な言葉遣いでなされてお

ります。三日月から始まって、上弦の月、

またあるいは十三夜とか、大変情緒豊かな

言葉遣いで表現されております。ちなみに、

今夜は居待月、座って月の出るのを待つと

いうような言葉遣いでございます。 

本日、決算特別委員会が２日目になりま

したけれども、皆さんの御協力をいただき

まして、本日中に終わらせていただきます

ように、御協力をよろしくお願いをいたし

ます。 

昨日に引き続きまして、決算特別委員会

を開催いたします。 

昨日は第１号認定、一般会計決算の成果

報告書129ページ、環境課まで終了いたしま

した。本日は、130ページ、建設課から審査

を始めたいと思います。どうぞよろしくお

願いいたします。 

では、座らせていただきます。 

次に、成果報告書の130ページから143ペ

ージまでの建設課、144ページから155ペー

ジまでの都市計画課、156ページから172ペ

ージまでの農林商工課が所管する事業につ

いて、御説明をお願いします。 

順次説明よろしくお願いします。 

はい、仲村建設課長。 

〇建設課長（仲村晴好君） 

はい、建設課の仲村です。おはようござ

います。 

それでは私のほうからは、建設課の所管

する部分の説明をさせていただきます。 

事業評価シートの131ページをお願いい

たします。決算書は149ページです。 

土木事務事業、小事業名２の地籍調査推

進事業でございます。 

これの主なものにつきましては、ときわ

台５丁目地内の地籍調査測量業務委託と、

地籍調査支援システムの物件使用に要した

費用でございます。 

主な成果は、ときわ台５丁目地区に事業

着手し、一筆ごとに立会いを行い、予定し

ておりました173筆、それぞれの筆ごとに測

量までを終えております。対前年度378万

8,000円の増につきましては、令和３年度よ

り地籍調査を開始したことによるものでご

ざいます。 

次に、事業評価シートの133ページをお

願いいたします。決算書は151ページです。 

町道維持管理事業、小事業名２、町道等

維持補修事業。 

これの主なものにつきましては、シルバ

ー人材センターに委託しております初谷川

周辺の巡回管理業務や東西地区の町道維持

管理補修工事で、この工事は、舗装、側溝

等の道路施設の老朽化に伴う補修や緊急時

の対応、その他、冬場においては、塩化カ

ルシウムの散布業務などとなっております。

対前年度1,138万1,000円の減の要因は、令

和２年度に道路台帳の補正業務を臨時的な

経費として支出したことや、道路附属物の

点検業務を、令和３年度からは、交通安全

施設整備費から支出することにしたことに

よるものでございます。 

事業評価シートの135ページをお願いい
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たします。 

光風台駅前エスカレーター管理運営事業

の主なものは、例年どおり実施したエスカ

レーターの保守点検業務及び能勢電鉄への

エスカレーター監視業務に加え、臨時的な

経費としまして、ハンドレール修繕工事を

行ったものでございます。この臨時的経費

によりまして対前年度が増となっておりま

す。 

事業評価シートの136ページをお願いい

たします。決算書153ページです。 

道路舗装事業の主なものにつきましては、

光風台地区と吉川地区の町道吉川中央線舗

装工事と、東ときわ台地区の町道ときわ台

東２号線の舗装工事などでございます。 

特定財源の5,272万3,000円の内訳は、国

の社会資本整備総合交付金が2,357万1,000

円、公共施設等適正管理推進事業債が2,710

万円、前年度繰越金が205万2,000円となっ

ております。町内全域において、町道舗装

の老朽化が目立ちますけれども、引き続き

国の交付金等を活用しながら、優先順位を

つけて、道路舗装工事を行ってまいります。 

続きまして、事業評価シート137ページ

をお願いいたします。 

１の橋梁長寿命化等事業の主なものにつ

きましては、光風台大橋や木代地区の女美

尾橋及び川尻地区の高橋の３橋の補修設計

を行ったことや、橋梁点検業務として、18

橋の点検を行ったものです。 

また、対前年度3,791万5,000円の増の主

な要因は、前年度から繰越して実施した新

木代橋の改修工事によるものでございます。 

事業評価シート138ページをお願いいた

します。 

切畑地区他整備事業につきましては、希

望ケ丘２丁目北側に大円川雨水貯留池があ

りますが、その貯留池に隣接する里道・水

路の境界線を特定するために、用地測量を

実施したものでございます。 

事業評価シート142ページをお願いいた

します。 

耕地災害復旧事業は、平成30年７月、西

日本豪雨等により、木代地区の土石流災害

の復旧工事のほか、令和２年に被災した木

代地区の水路２件、令和３年度に被災した

高山地区の農地１件と、木代地区の土石流

災害の復旧工事の補完工事を行ったもので

ございます。 

私からは以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

通常的にする仕事とか、その説明は結構

でございますんで、昨年度の主な事だけで

結構でございますんで、それの説明をよろ

しくお願いします。 

田中都市計画課長。 

〇都市計画課長（田中克生君） 

はい、都市計画課、田中です。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

都市計画のほうで例年と違っている部分

を御説明させていただきます。 

まず、事業評価シート145ページ、決算

書では133ページになります。 

大事業名、上水道事業補助事業の小事業

名２の、上水道事業補助事業の臨時のほう

でございますが、こちらは新型コロナウイ

ルス感染症対策の対応として、水道の基本

料金を２か月間免除した費用でございます。 

次に、事業評価シート150ページ、決算

書では157ページになります。 

大事業名、公園・緑地・街路樹等管理事

業の小事業名３の支障木伐採業務委託事業

につきましては、令和２年度に策定の支障

木伐採計画に基づき、優先度の高い支障木

から伐採している費用でございます。 

次に、小事業名６の緑地擁壁改修事業に

つきましては、令和２年度より着手してい

るときわ台６丁目にある７号緑地の擁壁改
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修工事に要した費用でございます。 

次に小事業名７の感染対策用防護服購入

事業につきましては、新型コロナウイルス

感染対策の一環として、コロナ感染者の糞

便や手洗いの水などから、下水に新型コロ

ナウイルスが流入することがあるため、下

水関係の検査、各家庭の公共桝の詰まりの

復旧作業、下水管のカメラ調査など、職員

が直営で行う際に、汚水や汚物が衣服に付

着するため、使い捨ての防護服を購入し、

ウイルス感染対策に要した費用でございま

す。 

次に小事業名８の公園・緑地整備事業に

つきましては、光風台地区の緑地法面に土

留や、水路等の整備に要した費用でござい

ます。 

次に、事業評価シート152ページ、決算

書では159ページになります。 

大事業名、交通安全対策事業の小事業名

１の交通安全対策事業の主なものにつきま

しては、豊能警察の前にある交通安全協会

の施設にトイレを増築するための補助金に

要した費用でございます。 

次に事業評価シート153ページ、決算書

は159ページになります。 

大事業名、自転車駐輪場管理事業の小事

業名２の光風台自転車駐車場再整備事業に

つきましては、光風台駅前の第１駐車場が

老朽化しているため閉鎖し、新たに第２、

第３の自転車駐車場を整備した費用でござ

います。 

次に、事業評価シート155ページ、決算

書では203ページになります。 

大事業名、公園施設災害復旧事業の小事

業名１、公園施設災害復旧事業については、

令和２年７月14日の豪雨により、被災した

光風台６丁目の緑地復旧工事に要した費用

となります。 

都市計画からは、説明は以上になります。 

〇委員長（川上 勲君） 

ありがとうございました。 

次に、中谷農林商工課長。 

〇農林商工課長（中谷康彦君） 

おはようございます。農林商工課、中谷

です。よろしくお願いいたします。 

それでは、農林商工課が所管しておりま

すところを御説明させていただきたいと思

います。 

まず、事業評価シートの157ページ、決

算書は137ページになります。 

大事業名、シルバー人材センター支援事

業になります。令和３年度におきましては、

例年の補助金に加えまして、新型コロナの

感染防止対策としまして、21万5,000円の補

助金を上乗せして支出させていただいてお

ります。増額分の財源につきましては、全

額、新型コロナ感染症対応地方創生臨時交

付金が充てられております。 

続きまして、事業評価シート160ページ、

決算書は139ページ。 

大事業名が、農業振興事業です。 

小事業の２番目、機構集積協力金交付事

業ですが、これは、高山地区で圃場整備事

業を進めるに当たりまして、地域でまとま

った農地を貸出したことに対しての、協力

金を支出しております。財源は全額、国の

補助金で賄っております。 

そのほかの小事業、青年就農給付金、と

よの就農支援塾、また、新規就農促進安定

支援は、例年同様に実施しております。 

続きまして、事業評価シートの161ペー

ジ、決算書は139ページになります。 

大事業名が農×観光戦略推進事業です。 

こちらは、志野の里運営に係る経費とな

っております。昨年決算より、140万円支出

は少ないんですが、昨年は、オーニングの

設置、また、冷蔵庫の購入ということで、

そういうのがあったんで、多かったという
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ことです。 

続きまして、163ページ、決算書は141ペ

ージになります。 

農空間保全事業です。 

小事業の中の２つ目、中山間地域等直接

支払制度事業ですが、こちらは、農業生産

条件が不利地域、あと平地との格差を補正

するために交付される交付金となっており

ます。棚田地域の指定を受けるとともに、

地域が集落協定を策定し、事業採択を受け

ることができたということで、牧地区のほ

うで交付しております。そちらの財源です

が交付額の４分の３が国・府の補助金とい

うことになっております。 

続きまして、事業評価シートの164ペー

ジ、決算書は141ページになります。 

大事業名は、ほ場整備事業です。 

こちらは、牧地区における府営のほ場整

備事業に係る負担金となっております。昨

年度は、境界測量、また詳細設計、換地業

務、文化財の試掘調査を実施しております。

町の負担割合は、１割ということになって

おります。 

続きまして、事業評価シートの167ペー

ジ、決算書で言いますと143ページになりま

す。 

大事業名、森林管理事業です。 

治山・治水強化への、負担金が増となっ

ております。こちらは、府営の治山事業、

木代の福田地区の土石流の災害の復旧の工

事ということで、堰堤を作っておるんです

が、そういう工事をやっていることに対し

まして、負担金がアップされております。 

こちらとあと増の要因としましては、公

用車を修繕しております。 

続きまして、事業評価シート168ページ、

決算書で言いますと143ページの森林整備事

業になります。 

まずちょっと訂正をお願いしたいんです

けども、そこの中の、令和２年度の決算額

がゼロ円ということになっておりますが、

ちょっとシステムで数字を引っ張ってこな

かったというところがありましたので、修

正をお願いしたいと思います。令和２年度

の決算額は198万円。数字1,980っていうこ

とで入れていただきたいと思います。 

すいません、令和３年度のほうですが、

森林環境譲与税を財源としまして、間伐の

実施と、森林整備基本方針、こちらのほう

を策定しております。 

最後になります。 

事業評価シートの171ページ、決算書で

いいますと147ページ、商工事務事業になり

ます。 

小事業の２つ目、地域しごと創生スター

ト支援事業ですが、こちらのほうでは新規

起業者への助成を行っておりまして、令和

３年度につきましては１件ございます。と

きわ台のル・トントンといいまして、レス

トランとスープ販売、こちらの起業に対し

まして、補助金、助成金を交付しておりま

す。 

以上、都市建設部、三課が所管しており

ます主なものの事業の説明をさせていただ

きました。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、ありがとうございました。 

これより質疑を行います。 

ございませんか。 

はい、小寺副委員長。 

〇副委員（小寺正人君） 

評価シート149ページ。 

市街化区域の用途地域の見直しをするよ

うなことが書いてあるんですよね。市街化

区域の用途変えるっていうのは、どういう

ことなんですかね。 

緩和しようという意図なんですか。 
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〇委員長（川上 勲君） 

田中都市計画課長。 

〇都市計画課長（田中克生君） 

はい、都市計画課、田中です。 

豊能町の市街化区域には現在、第一種低

層住居専用地域から近隣商業地域まで、い

ろんな用途地域がございますけども、用途

地域の見直しも視野に入れていくっていう

ところで、今現在、都市計画マスタープラ

ンのほうに結びつけているような考えがあ

りまして、豊能町内には、外に行かないと

買物ができないというところで、町内でお

金を回す仕組みではないんですけども、例

えば幹線道路沿いだけでも用途地域が変え

れたら、お店が建てやすくなったりとかっ

ていうのもございますので、そういった視

点に立って、今後、見直していければいい

のかというようなところをちょっと調整し

ているところでございます。 

以上です。 

〇副委員（小寺正人君） 

小寺副委員長。 

えっとね、最近新しく田園住居区域、こ

ういうのができたと。それを何か使おうと

してるということはないんですか。 

〇委員長（川上 勲君） 

田中都市計画課長。 

〇都市計画課長（田中克生君） 

はい、都市計画課、田中です。 

今ある新興住宅地の中にその用途地域を

当てはめることは考えておりません。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

ほかにございませんか。 

永谷委員。 

〇委員（永谷幸弘君） 

おはようございます。永谷です。 

報告書の131ページの建設課のところで

すけども、地質調査云々というところで、

課題のほうなんですけどね。 

中長期的なことで、書いてあるんですけ

ども、当然、２年度も同じような文言が書

かれておりまして、現状大変厳しいかなと

思うんですけども、まずその辺の状況をち

ょっともし説明できたら、まずよろしくお

願いいたします。 

〇委員長（川上 勲君） 

仲村建設課長。 

〇建設課長（仲村晴好君） 

はい、建設課の仲村です。 

こちらに書かせていただいてた令和３年

度につきましては、地籍調査アドバイザー

という方に、１年間来ていただいて、いろ

んなアドバイスを受けておったんですが、

この方退職されたということで、今現在町

職員で対応しております。 

この職員は結構その地籍調査には研修に

も今までから参加してますし、その者がお

れば、今のところは地籍調査は順調に進ん

でいくものと考えております。ただこの者

が、病気とかそういうふうになりましたら、

そういうわけにはいかないなというふうな

危機感を持っています。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、永谷委員。 

〇委員（永谷幸弘君） 

それで聞きまして、これ６番の改善の方

向性の中で、国や大阪府の研修制度を積極

的に利用するということで、それを一つの

方針として、これも令和２年度と同じ文章

なんですけど、この１年間かけてですね、

どのような形に進んだのか、この点につい

てお願いします。 

〇委員長（川上 勲君） 

仲村建設課長。 

〇建設課長（仲村晴好君） 

はい、建設課の仲村でございます。 

この地籍調査の研修、５日間ほどあるん
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ですけれども、コロナ禍でこの研修が中止

されておりましたので、令和３年度中は、

研修に参加できなかったということでござ

いまして、またコロナ明けで、研修が再開

されましたら積極的に研修参加したいと思

っております。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、秋元委員。 

〇委員（秋元美智子君） 

おはようございます、秋元です。 

135ページのエスカレーターの件で、ち

ょっと私自身不明なのでお尋ねします。 

もともと500万円上がってるもんですか

ら何かなぁと思って決算書の151ページを見

たらば、その前に予算書見たら、ちょっと

豪雨で、何とかレールが浸かってしまった

っていうことで予算たしか取ってます。取

ってんですね。ただ、決算書を見た場合に、

今度はそのところで、488万4,000円が流用

になってるんですね。 

この意味がちょっとわからなくて、予算

とっておきながらなぜこういう形になるの

かということと、それと、予算書と決算書

の項目がちょっと合わないんですね。 

なんかちょっと、町のいろいろなやりく

りがあるんでしょうけども、このまず流用

が何で生じるのかって説明お願いします。 

〇委員長（川上 勲君） 

仲村建設課長。 

〇建設課長（仲村晴好君） 

はい、建設課の仲村でございます。 

このハンドレール、手すりですね、手す

りの交換を行ったんですけれども、予算の

つけ方といいますか、つけていただいてる

のが修繕費、需用費の修繕費ということで、

予算を計上しておりまして、それは、修繕

を行う際にはやはり大規模な修繕になりま

すので、工事請負費から支出したほうがい

いという判断のもと、流用させていただい

て、工事請負費から支出させていただいた

ものでございます。 

〇委員長（川上 勲君） 

秋元委員。 

〇委員（秋元美智子君） 

修繕費で538万4,000円上げたけども、修

繕じゃないと。規模的にちょっと無理があ

るんで、工事費にしたと。だけどこれは、

需用費からお金が回ってるんで、流用先が。

流用してこの需用費から流用になってるも

んですから、そういった場合は修繕費から

の流用って形にならないんですか。 

知識的なものはそうじゃなければ、そう

じゃないでまた。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、仙波総務部長。 

〇総務部長（仙波英太朗君） 

おはようございます。総務部、仙波です。 

この決算書の書式上の問題でして、需用

費っていうのは、款、項、目、節、細節の

節に当たります。この需用費の中に、例え

ば消耗品であるとか燃料費、それから先ほ

ど仲村のほうが申し上げました修繕料とい

うのも入っております。 

で、この書式として、節の項目から、要

は、どこそこに流用したというふうな形の

表記になりますので今回需用費よりという

ふうに、この決算書には表記されてるんで

すけど、その需用費のうちの本来は、需用

費の中の修繕料から工事請負費に流用した

という形になっておるところです。 

〇委員長（川上 勲君） 

よろしいか。 

   （「はい」の声あり） 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、ほかにございますか。 

才脇委員。 

〇委員（才脇明美君） 

おはようございます。才脇です。 
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シートの160ページお願いします。 

また農業のことばっかり言うて申し訳な

いんですが、青年等就農給付金が、375万。

これは、３名で370万。これはお給料という

ことですか。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、中谷農林商工課長。 

〇農林商工課長（中谷康彦君） 

はい、農林商工課、中谷です。 

青年等就農給付金というのは、営農を新

規で始められた方、５年間のみ、経営を安

定さすという意味合いで、国のほうから、

年額150万を上限に、ちょっとまた引下げら

れるんですけども今年から、このときは150

万、半年で75万ずつというような形で、安

定した農業経営を持続していくために最初

の５年間、でも就農されて、この給付金を

受けるためには認定農業者にならなければ

いけないんですけども、例えばその認定農

業者、例えば３年目から、認定農業者にな

られたということであれば、もう３・４・

５の３年間しかいただけないというような

給与ではないっていうところで、あくまで

も経営安定さすために最初のほうを支援し

ましょうという制度、給付される給付金と

いうことになります。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

才脇委員。 

〇委員（才脇明美君） 

この方たちは、ほかに仕事を持ってはる

んでしょうか。というのは、この150万円や

125万で生活なんかできませんよね。 

〇委員長（川上 勲君） 

中谷農林商工課長。 

〇農林商工課長（中谷康彦君） 

はい、農林商工課、中谷です。 

今、青年就農給付金受けられてる方は、

会社を退職されて、こちらのほうで、農業

に専従されているというところで、認定農

業者は一応、認められるためには、５年後

に、年収の売上げ600万を目標にするという

計画を立てなければなりません。 

そういった場合、もう専従農家、専業農

家っていうところでないと、なかなかそれ

は難しいので、何か兼業でということでは

ありません。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

才脇委員。 

〇委員（才脇明美君） 

青年ではなくて、壮年か老年だと思うん

ですが、このやり方でしたら、青年の若い

もんの新規就農者なんか、なかなか募れま

せんよね。 

農業に力を入れていただきたいと、これ

からも思うんですけど、ちょっとこの辺を、

町全体でちょっと考えていただきたいなと

思います。今は致し方ありませんけど、こ

れからどういうふうに農業の振興をしてい

くか、もっと深く、ちょっと考えていただ

きたい。これ年収600万、農業で年収600万

というたらかなりのハードル高いですよね。

と思うんです。年収でしょ。 

そして１番下の５番の75万。この機械は、

例えばどういう機械の補助をして、補助率

ですね、どれぐらいなんでしょうか。 

〇委員長（川上 勲君） 

中谷農林商工課長。 

〇農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課、中谷です。 

前段部分のお話は、青年就農の給付金の

話は、一応40歳までに就農するというとこ

ろで、若者が新たに専業農家になりたいと

いう方を応援するっていう給付金になって

おります。で、年収じゃなくて農業の売上

げが600万です。そこを訂正させていただき

ます。 
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続いて、小事業の５番目、75万の新規就

農促進安定支援事業の件になります。 

どういった機械を購入されているかとい

うところですが、４件、今回申請される方

がおりまして、買われた実績としましては、

耕運機、畝立機、草刈機、あと管理機です

ね、耕運機によく似たものですけども、そ

ういったものを令和３年度につきましては

購入されております。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、才脇委員。 

〇委員（才脇明美君） 

細かい話になってしまうんですけど、こ

れ売上600万、規模、耕作してる規模はどれ

くらいなんでしょうか。 

そして、去年75万ということで、補助率

聞きましたっけ、私。答えは結構です。こ

れ、かなりしんどいですよね、75万って。

耕運機、１台購入するのにも、どれくらい

の耕運機を買われてるか知らないですが、

トラクターじゃないですね、耕運機ですよ

ね。手の耕運機。 

だったら、いろいろあるんですけど、ま

たこれ、一般質問でさしてもらったほうが

よろしいですね。 

〇委員長（川上 勲君） 

そうしてください。 

ほかにございませんか。 

はい、永並委員。 

〇委員（永並 啓君） 

おはようございます、地域しごと創生ス

タート支援事業なんですけど、これはもう、

町全体でちゃんと情報が共有されてるのか

っていう確認と、ここで、最初のオープン

の助成金を出して、それ以降のフォローと

いうのは何かされているのか、まずお聞か

せいただけますか。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、中谷農林商工課長。 

〇農林商工課長（中谷康彦君） 

はい、農林商工課、中谷です。 

町全体で共有っていう話なんですが、共

有は特に今はしておりません。こういう店

が開いたというような、町内に流している

という実績はございません。そこは、広報

しておりません。 

あと、どういったフォローかというとこ

ろですけども、フォローの具体策っていう

のは、特に、今のところございませんで、

一応これは５年間続けていただく、過去に

も何件かあるんですけども、これ５年間続

けていただくという約束のもと交付してお

りますので、そこで経営が当初の目的のと

おりやられているか、また、経営が続けら

れているかというような確認はさせていた

だいております。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

永並委員。 

〇委員（永並 啓君） 

というのが、やはりもう最初お店ってオ

ープンして、それでどうやって宣伝するか

というところが非常にしんどいとこなんで

すね。 

だからそういったところで、やはり議会

だよりでも一応、若干ではありますが、広

報紙には載せてるんですけど、やはりそう

いうところを広報とよのだけではなくて、

例えばふるさと寄附の返礼品に食事券とし

て出すとか、こういうお店がありますよと

か、そういった部分で情報の共有というも

のを、豊能町全体まずは豊能町の役場全体

で共有していただくと、そういうのは、こ

っちで紹介するよとか、こういうとこでも

紹介できるよねっていうような会話をして

もらいたいんですよ。 

特にお店って、もう出したら出しっ放し
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で終わるんじゃなくて、やはり行政が支援

したところでやっぱり５年後10年後って続

けてもらいたいわけですから、そのときに

何が一番ネックになるかというところも考

えて、そういったフォローもしていただけ

たらと思います。 

あと１点、エスカレーターなんですけど

も、やはり定期的に住民さんのほうから、

階段を下りるのが怖いとか、そういった声

は、入ってくるんですね。これから高齢化

がどんどん進む中で、どのようにあそこか

ら下りる手段をというものを何か考えてい

るんであればちょっとお聞かせいただけま

すか。 

〇委員長（川上 勲君） 

仲村建設課長。 

〇建設課長（仲村晴好君） 

はい。 

建設課の仲村でございます。 

今エスカレーター、上りしかないと、下

りの際にも、冬場なんかは凍結して滑って

転倒の恐れがあるから、何とかしてほしい

という声も、現地で、例えば光風台大橋な

んかで作業しておると、地域の方からそう

いう危ないという声も聞いております。 

で、まずはその下りる際の、凍結時の対

応をどうするかというのを今ちょっと検討

してるんですけれども、あそこに屋根をつ

けるとか、そういう方法もあるんですけれ

ども、予算の都合でその辺がいつできるか

ちょっと、我々も検討中なんです。 

今後におきましても、上りのエスカレー

ターだけで下りはっていうところもあるん

ですけどそこを、下りのエスカレーターを

つけるのものすごい費用がかかってしまい

ますので、そこはちょっと、今の段階では

難しいかなと思ってます。 

ただ安全対策としては、その辺のところ

はこれからもちょっと検討を続けていきた

いなと考えております。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、永並委員。 

〇委員（永並 啓君） 

そうですね。 

行政の方はそこで行政全体としては、エ

レベーターという方向も示していただきま

したが、地域のほうでそれを拒んだ経緯が

ありますから、特にね、塩川さんなんかは

先頭立ってエスカレーターがいいとおっし

ゃられてるんで、なかなか、そこだけに予

算を特化することは難しいというものを、

わからないと。 

そういった意味で地域の方も、時間がた

つとそういうことを、経緯を忘れちゃうん

ですね。そういったことを、定期的に言っ

て地域の方の、もし怖いんであれば、やっ

ぱり溶かす薬とかも住民の皆さんで撒く手

伝いをしてもらうとか、やはりそういうふ

うに地域の住民の方の責任も踏まえた上で

協力体制をとっていくということも必要な

のかなと。 

そうしないと、あそこでけがをするとい

うリスクはかなり高いですから、そういっ

たことも、検討していただけたらと思いま

す。 

〇委員長（川上 勲君） 

答弁よろしいか。 

   （「はい」の声あり） 

〇委員長（川上 勲君） 

ほかにございませんか。 

はい、秋元委員。 

〇委員（秋元美智子君） 

秋元です。お願いします。 

161ページの農業振興費の件なんですけ

ども、まずこの200万7,000円ですか、これ

は139ページの決算書のどの部分にあったの

か、業務委託料なんですか。が、まず１点

です。もし間違ったらごめんなさい。 
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それと、ここに書いてありますね、農業

法人等の設立を目指し、直売所、志野の里

の運営を支援するってなってますが、これ

は農業法人を目指すこと、今すごい、いろ

んな形で関わってる生産者とは、もうお話

ついてんですか。農業法人を目指すってこ

とに対して。２点お尋ねします。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、中谷農林商工課長。 

〇農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課、中谷です。 

まず、１点目の決算書のほうの話ですが、

どこに当たるかというところですが、決算

書139ページの１番下のところの、事業名で

４、農×観光戦略推進事業、ここに当たりま

す。まず１点目はよろしいですか。 

   （発言する者あり） 

〇農林商工課長（中谷康彦君） 

これ全部で決算額が、そこの事業200万

6,000円ということでここに当たります。で、

２点目の農業法人、志野の里のほうの農業

法人を目指すというところですが、今のと

ころ、もともとの構想とはちょっと違った

形に今なっておりまして、次、今のところ

トヨノステーションというような形で、そ

ちらのほうでできたらと、直売所を移せた

らなっていうところで、当課としては考え

ておりますが、今現在、次の展開する場所

をですね、今の志野の里の場所では、課題

が総合計画にも書いてますとおり、駐車場

がないとか、手狭だというところで、課題

が挙がっております。 

それを解決して、次、新たな場所、次ど

ういう展開していくかっていうところなん

ですが、ちょっとまだそこが、本課として

も、見えるところがございませんので、運

営されてる直売所の協議会さんとも、具体

的な話ができてない状況です。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、秋元委員。 

〇委員（秋元美智子君） 

トヨノステーションとか、場所を探して

る問題は別にしといてですね、志野の里の

運営形態そのものが、生産者に任せるのは

問題があるっていうんで、確かそれも町長

心配されて白紙撤回した一つだったと思う

んで、ちょっと自分の議会の一般質問持っ

てきてませんけども、そういったそのあと

に運営形態どうするかって話し合うってい

う流れかなと私は思っていたんです。 

結果、今の生産者と法人化を目指すとい

う、そういった結論ができた上のこの一文

かと思うんですが、そうじゃないんですか。 

町が勝手に法人化の設立を目指してるわ

けですか、これ。そこあたりがよくわから

ないのでお尋ねします。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、中谷農林商工課長。 

〇農林商工課長（中谷康彦君） 

はい、農林商工課、中谷です。 

当初は、チャレンジショップという形で、

志野の里のほうを始めさせていただきまし

た。このときは、当然、法人化の話、いず

れはというところで、それに向けて、運営

をしていくというところで、話はさせてい

ただいてます。 

その後、ちょっと方針の転換等ございま

して、その後は、今ちょっと具体的に今、

話は、その後の展開というところは、でき

てない、という状況になります。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

秋元委員。 

〇委員（秋元美智子君） 

だから、法人化を目指しているのは町だ

けですね。今あそこの生産者と、そういう

合意の上に法人化を目指してんじゃないん
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ですよね。それが、そうですかって質問な

んです。 

もう話合いして、生産者と話して、それ

じゃお互いにもう法人化を目指していきま

しょうと、町も応援しますっていう流れの

文章かなとも読めるんですね。 

でも、実際そういう話はないのかな、あ

るのかな、どうなってんのかな。 

〇委員長（川上 勲君） 

塩川町長。 

〇町長（塩川恒敏君） 

はい、ありがとうございます。 

この法人化という部分は、共有している

部分としてはいわゆる自立経営で、なおか

つ、収益を含めて上げていくという方向の

中で、最終的には法人化、これを目指さな

いといけないんですねというのは、会長等

含めてお話をさせていただいたところです。 

で、そのためには法人化ということは、

それぞれの従業員でありますとか、そうい

う方々も含めて雇って、利益ができるとい

う仕組みが必要でございますけれども、そ

の自立、当時ですけれども自立化を目指す

とすると、これまでの売上げの1.6倍から

1.7倍、これを上げないといけないですねと

いうところまでは、お話がされてたという

ところです。 

で、どちらが先かということになるんで

すけれども、今の面積上からすると、やは

り生産額が限りがあるということと、それ

と同時にその当時ですけれども、冬場も含

めたときの、いわゆる安定供給力、こうい

うところが課題がありますねという部分で、

それらを含めた状態で総合的に検討してい

かないといけないというお話は言わさして

いただいておりました。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、秋元委員。 

〇委員（秋元美智子君） 

ですから、どこの場かわからないけれど

も、そういう話はもうまとまってるんです

よねって質問なんです。 

場所の問題もあるでしょう、安定供給の

問題もあるでしょう。だけども今後、お互

いに生産者も、じゃあ、もう法人化を目指

してやってきましょうという、そういう合

意のもとに今進んでるんですね、という質

問です。 

それはどこまで合意したのか教えてくだ

さい。 

〇委員長（川上 勲君） 

塩川町長。 

〇町長（塩川恒敏君） 

合意をしてるんですね、ということです

けれども、今現在の農家の出荷をいただい

てる方々と合意というレベルではない。 

それは運営委員会の中でのお話の中で、

そういう方向は、基本的にはチャレンジシ

ョップである以上、目指さないといけない

ねというところですので、全出荷者の方々

に対して合意ができてるかというと、その

部分では不明なところもございます。 

運営協議会の中では、そういうお話があ

ったというところでございます。 

〇委員長（川上 勲君） 

秋元委員。こういう具合にしたほうがよ

ろしいでっせ、という意見を言うてもうた

ら結構ですんで、よろしくお願いします。 

秋元委員。 

〇委員（秋元美智子君） 

町長、道の駅を白紙撤回した一つの理由

として、生産者に経営的な視点を押しつけ

るのはやっぱり無理があると、問題がある

と。それを挙げていたからお尋ねしてるん

です。 

町長自らそういうことで、生産者に対し

て、じゃ違った形をと思っていて、今ここ

で法人化っていうのは、じゃあそういうこ
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とも含めてね、生産者とその後、きちっと

話合いのことも、あのとき答弁されてまし

たから、お話の上に、いや、お互い生産者

のほうもやっぱり法人化を目指しますとい

う合意の上にこの一文があるんだと思って

いるんですが、本来そうだと思うんです。

その確認だけなんです。 

町がやってました、生産者は何も知りま

せんでしたってことは、この後困っちゃい

ますからね、そういう合意はもうできてん

ですね。 

今後の混乱を避けるための提案です。確

認です。そういう意味ですからお願いしま

す。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、塩川町長。 

〇町長（塩川恒敏君） 

農×観光戦略の中で、そのものを令和２

年の８月のところで諮問がされてたものを

見直すという形で、運営委員会といいます

か、審議会のところで協議をされます。 

そこの中では、やはり課題として、安定

供給力も含めて、自立化というところで法

人を目指していかないといけない。 

その課題については今後検討していきま

しょうということですので、チャレンジシ

ョップとしての法人化というのは当初から

話があって、安定経営のためにはやはり法

人化を目指していかないといけないという

のは、その段階で十分合意ができてると思

っております。 

〇委員長（川上 勲君） 

また次回の一般質問で、徹底的に言って

ください。 

小寺副委員長。 

〇副委員（小寺正人君） 

今、お話を聞いてて、農業法人を目指す

っていうか、協議会は任意団体だから、事

業者として、取引をすることは多分できな

いんじゃないのかな、お金をやりとりする

んだったら。だから補助金とかそんなんな

ってないですよね、多分。だから早いこと、

法人化をしてもらわんことには、豊能町か

らいうたらそれを事業者として、補助金を

渡すためには、法人になってもらわんと困

ると、そういう意味と僕は思うんだけど、

どうですかね。 

任意団体にお金なんか渡せないですよね。 

〇委員長（川上 勲君） 

塩川町長。 

〇町長（塩川恒敏君） 

はい、ありがとうございます。 

もちろんそういう理由であります。 

今のチャレンジショップというのは、民

間の、民間といいますか、その団体ですの

で、そこに対しては役割分担をさせていた

だいて、志野の里の設置、それにまつわる

部分としては、一部町が負担をして、今現

在運営していただいてるというところです。 

将来的には、法人化がもし可能であるな

らば、先ほど小寺さんもおっしゃられてる

ように、補助金であるとかそういう形の、

形を変えた形の支出はできると思っており

ますので、運営の安定化のためにも、法人

化を目指すというのは、基本的な合意だと

いうように思っております。 

〇委員長（川上 勲君） 

小寺副委員長。 

〇副委員（小寺正人君） 

要するに協議会みたいなもんだったらね、

何か約束を豊能町と交わしたときに、相手

側がですよ、100人おったら100人連判状み

たいなバーンと判を押さないと契約が成立

せえへんと。だから、農業法人にしてもら

ったら一人の代表者ポンと入れて、こうい

う約束しましたという契約書ができると、

そういう意味じゃないんでしょうかね。 

だから、法人になってもらいたいという
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ことを多分言ってんじゃないですかね。 

どうです。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、塩川町長。 

〇町長（塩川恒敏君） 

おっしゃるとおりです。 

持続可能なためには、そして、安定化の

ためにはやはり法人になってほしい。 

ならなければ、今後の部分も、補助、そ

ういう部分もあるというところで、協議を

進めているところでございます。 

〇委員長（川上 勲君） 

秋元委員は何か。 

   （「なし」の声あり） 

〇委員長（川上 勲君） 

おまへんか。 

才脇委員。 

〇委員（才脇明美君） 

話を元に戻して、ちょっと申し訳ないん

ですが、法人とか、何か難しいことを言っ

ても、農業されてる方は、農業法人にする

からこれに、ちょっと手伝ってくれとか入

ってくれとか言っても、現実、農業されて

る方はとても忙しくて、そういうことは、

しんどいと思うんですね、はい。 

何が一番、私が思うのは、現に農業され

てる方は、いろんな情報も、もうその見て

る余裕もなく疲れてます。そしたらこのシ

ルバー人材、シルバー派遣で、お手伝いし

てもらって、そしてそのお金は、町がそこ

はやりくりして負担してもらって。 

供給をせな駄目なんですね、作物を。そ

れでないと話、前に行かないんですよね。 

違いますか。大きなお店を出そうと思っ

ても、供給が足らんのと違うか、そういう

心配があって、前に進めない、そしたら農

業法人やなんやかんやいいますけど、今現

在、農業に携わってる人間は、それに賛同

するでしょうか。 

まず、ここで、やいやい言うてるよりも、

そういう興味のある人、西地区にもおられ

ると思うんです。そういった人たちにもお

手伝いしてもらって、その報酬は町がみて、

農家は一切、材料費とかは出ると思います

けど、人夫費は出ません。それは農林商工

課も分かっておられると思いますけど、電

気代や種代や燃料代ぐらいは出ても、自分

が働いてる一日朝から、朝は朝星、夜は夜

星でしょうね。それぐらいの農民の方は働

いておられます。その報酬は一切ないです。 

だから、ちょっとでも、供給を増やすた

めに人材を派遣してもらって、それを町が

ちょっと考えてもらう。一歩一歩、先のこ

とを考えなくて、一歩一歩、一か所だけで

もいいじゃないですか、一軒の農家だけで

もいいじゃないですか。それをしていって、

あぁええことしてくれてるわ、助かるわと

なったら、広まるんじゃないでしょうか、

私はそう思うんですが、いかがでしょうか。 

〇委員長（川上 勲君） 

ちょっと話の趣旨と、逸れていってるよ

うに思いますんで。 

お答え願えますか。 

はい、中谷農林商工課長。 

〇農林商工課長（中谷康彦君） 

はい、農林商工課、中谷です。 

まず志野の里を設立したっていう経緯は、

農業法人というところもありますけども、

一般の農家さんがなかなか出荷するところ

がないとか、その農作物をお金に換えると

ころが、仕組みが、今までは、農協さんと

か、もう決まったところしかないんですけ

ども、そういうのって結構、大規模にやっ

ていかなあかんかったと思うんですけども、

それが、気軽にお金に、自分のやってる対

価としてお金に換えれるっていう仕組み、

そこに賛同していただいた方が、今協議会

ということでメンバー入っておりますので、
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そこがどうかというところは、皆さん、一

定御理解いただいたうえで、入会していた

だいていると思っております。 

で、労働力不足、シルバーさん使っては

どうかというところは、やはりそこまで、

それは、農業者、生産者さんが賄うところ

になってくるのかなと。なかなかそこを、

町の費用で、人夫を派遣するっていうとこ

ろまでは、今は考えておりません。 

そういう方向よりかは、今は新規の就農

者を増やして、特に今、そこの小事業の中

で、機械を安定の支援事業ということで機

械を買っていただいた方には、必ず、そう

いう、志野の里には、出荷するというよう

な約束のもとで、支払いしております。 

それは、町の農業なり志野の里の活性化

という意味合いも込めまして、新たな、新

規の就農者を作りながら、その志野の里、

直売所に出してもらってということで今、

そういう形で活性化をっていうことで考え

ておりまして、労働力が不足してるところ

に、シルバーなりの人材を派遣して、そこ

を、町が助成する、それも一つの手かもし

れないですけども、今、我々がやっており

ます町の方針としては、新たな新規就農者

をつくって、遊休農地をできるだけ解消し

ていって、そこで、新たな就農者が、豊能

町の直売所に出荷していただく、そういう

サイクルのほうを目指して今事業のほうを

展開しております。 

今お聞きした、労働力不足のところに関

しましては、一つのアイデアとして、また、

検討はさせていただけたらなと思います。

できる方向がありましたら、またそこら辺

は、新たな事業を立ち上げるなり、何なり

ちょっと検討させていただけたらなと思い

ますので、よろしくお願いします。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、永谷委員。 

〇委員（永谷幸弘君） 

報告書135ページのエスカレーターなん

ですけども、令和２年度から倍額になって

るんです。これは先ほどの話でハンドレー

ルの補修を行ったということで理解してい

いんですね。 

６番目の改善の方向性なんですけど、不

具合が生じたときの連絡体制、マニュアル

の構築ということで、令和２年度も同じ文

章なんですけども、実際的に着手されてる

のか、実際されて、今、こういうとこまで

できてるのかということをちょっとお願い

します。 

〇委員長（川上 勲君） 

仲村建設課長。 

〇建設課長（仲村晴好君） 

はい、建設課の仲村でございます。 

マニュアルの作成なんですけれども、エ

レベーターはマニュアルがあるんですけれ

ども、エスカレーターについては、どこを

探してもマニュアルが見つからないんです。

うちのほうも非常事態のときにどう対応し

ていくかっていうのをマニュアルを作りた

いんですが、今まだ検討段階でございます。 

〇委員長（川上 勲君） 

永谷委員。 

〇委員（永谷幸弘君） 

続いて137ページなんですけども、橋梁

長寿命化事業の中で、やはり技術者が少な

いという、不足ということで、これ全般的

に昨日もお話ししたんですけど、技術者を

ですね、やっぱり採っていかないとなかな

か業務も進まない。恐らく、担当者もかな

り荷重がかかってるんかなという認識はし

てるんですけど、その辺をちょっとね、昨

日も話しましたけど、総務部長人事関係の

ほうですけど、ちょっと真剣に考えていた

だきたいなという要望でございます。 
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最後６番目ですね、その一つの方法とし

て地域連携プラットフォームということ書

いてあるんで、ちょっと私も勉強不足でわ

からないんですけど、これちょっと説明の

ほどよろしくお願いします。 

〇委員長（川上 勲君） 

仲村建設課長。 

〇建設課長（仲村晴好君） 

はい、建設課の仲村でございます。 

この地域連携プラットフォームといいま

すのは、大阪府の土木事務所が中心になり

まして、あと産官学で共同で、その橋のメ

ンテナンスというのを、面倒見てくれると

ころがあるんですけれども、産のほうは都

市整備推進センター、あとは大学のほうと、

三者で、そういった、点検から保守管理業

務というところまでしてくれるようなとこ

ろでございます。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、永谷委員。 

〇委員（永谷幸弘君） 

それにかかる費用はどんなもんですかね、

結構かかるんですか。ちょっとよくわから

ないんですけど。 

〇委員長（川上 勲君） 

仲村建設課長。 

〇建設課長（仲村晴好君） 

このプラットフォームに参画すること自

体は費用はかからないんですけど、もしこ

こに保守管理を委託するようであれば、ま

た別途かかるんですが、そこまでまだ検討

しておりませんので、今後検討ということ

でお願いいたします。 

〇委員長（川上 勲君） 

永谷委員。 

〇委員（永谷幸弘君） 

続いて142ページなんですけど、耕地災

害復旧事業の中で、これも改善の方向性の

中で、この文章全く令和２年度と同じなん

ですけれども、これについて啓発ですね、

実際されてるのか。 

これが書かれているということは、２年

度から少し進捗して、再度するように書か

れているのか、その辺のところちょっとよ

ろしくお願いします。 

〇委員長（川上 勲君） 

仲村建設課長。 

〇建設課長（仲村晴好君） 

はい、建設課の仲村です。 

耕地災害につきましては、受益者の水の

管理というのが、非常に大事になっており

まして、水の要らない時期に大雨が降りま

すと、災害は少ないんですけれども、どう

しても水が要る時期に、田んぼに水が要る

時期に、大きな雨が降りますと、どうして

も災害が発生してしまうということになっ

ておりまして、毎年、行政連絡協議員会議

のときにですね、この辺の啓発はさせてい

ただいております。 

〇委員長（川上 勲君） 

永谷委員。 

〇委員（永谷幸弘君） 

続いて143ページなんですけど、この中

長期的な課題、右のほうですね、その内容

のとこですけども、当該町道において他の

場所で同じような路肩崩壊の危険性がある

ということ書かれてるんですけど、具体的

に、どういうところがありますか。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、仲村建設課長。 

〇建設課長（仲村晴好君） 

はい、建設課の仲村でございます。 

新光風台の猿坂保ノ谷線のあのあたりに

ついては、砂防堰堤がありましてその上に

通ってる道ですので、そちらについては、

同じような、路肩が崩壊するような危険性

はございます。 

〇委員長（川上 勲君） 
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主なことだけで質疑をしていただいで、

細かいことは、また担当行って聞いていた

だきますように、よろしくお願いします。 

はい、秋元委員。 

〇委員（秋元美智子君） 

157ページのシルバー人材についてお尋

ねします。 

この、Ｃ、自立した運営に近づけるため

の団体の経営努力が必要って書かれてます

ね。これはシルバーだけじゃないと思うん

ですね、いろんなところの自立した団体の

努力が必要なんですけど、ことシルバーに

関してはですね、人件費、それから運営費

は、豊能町のシルバーの規模に合った計算

を、基本的に国が計算してきますね。それ

で、その２分の１ずつを国と町が負担する

ことになってます。大ざっぱに言えば。 

だけど、町のほうはその人件費分だけで

運営費を今まで負担してこなかったですわ

ね。で、質問なんですが、それを、じゃな

くてきちっと人件費も運営費も２分の１ず

つ負担しましょうという大前提のもとに、

自立した運営に近づけるための団体の経営

努力がさらに必要っていう分なのか、そう

かどうか。じゃなくて、そうじゃなくても、

国の分、運営費の２分の１の補助もしない

から、これをシルバー独自に努力しろって

いう文章なのかどうかだけの確認ですので、

お願いします。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、中谷農林商工課長。 

〇農林商工課長（中谷康彦君） 

はい、農林商工課、中谷です。 

今、委員おっしゃられておりました補助

金、人件費だけじゃないかというところな

んですけども、町のスタンスとしましては、

人件費と運営費と含めて補助をしていると

いうスタンスでございます。 

その中で、法人において、運営努力をし

ていただきまして、経済的な自立もしてい

ただきたいなというところでございます。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、どうぞ、秋元委員。 

〇委員（秋元美智子君） 

秋元です。 

内訳は人件費等というふうに出してるか

もしれない。しかし国が出してきたね、数

字に合ったものではないから、そこのとこ

ろをよく考えていただきたい。 

これはもう何度も言ってきてますので、

この場では一般質問なっちゃいますので、

その辺のとこはだいぶ違ってますし、豊能

町としては、総合まちづくり計画の中でも、

やっぱり49ページのとこで上げてますから

ね、高齢者の生きがいについて。これと照

らし合わせて、今後考えていただきたい。 

これ以上はもう一般質問になりますので

終わらせていただきます。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい。管野議長なにかございませんか。 

〇議長（管野英美子君） 

151ページの花いっぱい運動なんですけ

れど、高齢化だということとか、管理でき

ていないということがあるんですが、今、

何団体あってこの補助金で、これから先も

運営できるのかということです。 

それから、もう１点は155ページの光風

台６丁目のことなんですけども、残念なが

ら、対策を講じていたにもかかわらず、大

雨が降って、こういう事故、こういう事案

になったと思うんですが、この先も、光風

台４丁目までずっと、あのような形の法面

があると思うんで、そこのところの点検を

していっているのかということと、最後に

171ページの地域しごと創生スタートはもう

これで終わりだということを聞いたことが

あるんですが、そしたらこの、今までやっ
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てきた事の総括、これやってよかったなっ

ていうのか、もう、何でやめるのか、もっ

ともっとお店がたくさんできて、町が活性

化すればいいと、町長の考えではそうだと

思うんですが、その辺り３点お願いします。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、田中都市計画課長。 

〇都市計画課長（田中克生君） 

都市計画課、田中です。 

花いっぱい運動のほうの団体数なんです

けども、こちらにつきましては、すいませ

ん今ちょっと具体的な数は把握しておらな

いんですけども、基本的には「愛花会」さ

んのほうのメンバーさんのほうで、盛り立

てていってもらっているような状況でござ

います。 

で、次の質問の光風台６丁目の災害の検

討。同様の時期に建てられた擁壁が、光風

台の外周には点在しておりますけども、こ

れにつきましては昨年度、令和２年度にで

すね、丸栄コンクリートさんというそのコ

ンクリートメーカーさんのほうと、都市計

画のほうで協定を結びまして、無償で、豊

能町内の擁壁点検をしてもらっております。 

その中で、危険度のほうを数値化してお

りますので、順番に、要危険のところから、

予算措置して対応していってるところなん

ですけども、緊急的に危ないっていうとこ

ろではなくてですね、手をつけたほうがい

いよというところを主にやっておりますの

で、報告は以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、中谷農林商工課長。 

〇農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課、中谷です。 

しごと創生の件についてでございます。 

まず総括をというところですが、ちょっ

とまだ総括というところはやってないとこ

ろですが、にぎわいづくりという意味合い

では、今まで、何件か、やっぱ沿道にぎわ

してて、そこも、結構はやっているという

ところばかりやと思います。ということで

認識しております。かなり有効であったの

かなというところでは思っているところで

ございます。 

で、まず、その事業を、令和３年度限り

で廃止というところなんですが、これの理

由というところですが、かなり有効やなと

いうのはあるんですが、当初、この事業、

交付金、地方創生の交付金ということで、

１番最初、立ち上げた時には、上限額が500

万とかというところで、かなりの額の助成

金、助成されてたというところはありまし

て、やはり町外から、町内のほうで出店を

というところで、かなり効果はあったのか

なと思っております。 

それがどうしても、一言で言いますと、

やっぱり財政難というところと、そういう

ところの交付金がなくなってきている中で、

町単独で同じような額を交付できないって

いうところが現実ありまして、最後の年に

は、もう50万円限度というところで、出店

するには、新規の出店を促すには、なかな

か効果が得られない額になってきて、ただ

単に鼻っから、起業される方の助成金みた

いな形になってきて、外から入ってきても

らう、豊能町で、やっぱ500万もあれば、豊

能町で起業するっていうようなところは、

かなり効果があったかなと思うんですけど

も、さすがに50万円ぐらいで、わざわざ豊

能町に来て、新たに営業を行うというとこ

ろまでは、そういうところまでは至らない

かなというところで、中途半端な額という

か少額やと判断しましたので、廃止にとい

うところでさせていただきました。 

ただそこは、今後どういうような形で町

が、そういう、町の姿を描くかというとこ

ろで、どこに配分しようかというところに
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なりますので、そこのところについては、

私のほうからちょっとなかなか、こうです

というようなコメントが今できないような

状況ですので、お許しいただきたいと思い

ます。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、管野議長。 

〇議長（管野英美子君） 

先ほどの光風台６丁目のことなんですけ

ど、丸栄コンクリートさんと協定を結んで

点検しているというのは点検費用がかかっ

ているということですか。 

それから、先ほどの地域しごと創生スタ

ート事業ですけども、町長に伺いたいんで

すけれども、お店ができて町が活性化して

いるっていうのは確かにそこのカレー屋さ

んもそうですし、バイク屋さんもそうです。 

これはもう終わってしまうということで

すか。 

〇委員長（川上 勲君） 

田中都市計画課長。 

〇都市計画課長（田中克生君） 

はい、都市計画課の田中です。 

擁壁の点検につきましては、無償でやっ

ていただいております。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

塩川町長。 

〇町長（塩川恒敏君） 

はい、お答えさせていただきます。 

基本的に起業家育成という部分は、重要

な内容、そして、町外から来ていただくた

めにも、この事業というのは、何らかの形

で、変えながらでもしていきたいというふ

うに思ってます。 

ただ、前回、令和３年のときっていうの

は、財政状況が非常に悪かったために、こ

のものを、できる範囲という形で、交付金

がなかったものですので、町単費で50万、

それを上限にという形にさせていただきま

した。今後、財政上の中の優先順位を付け

たり、それから農関係、それからにぎわい

づくりに対しても、国の交付金もある。そ

れをしっかりととれるような形も、検討し

ていきたいと思います。 

で、やはり起業家育成、そして転入の起

業家さん、これは非常に重要でございます

ので、今回のこの創生については、令和３

年度に中止をさせていただきますけど、今

後にぎわいづくりも含めた状態の交付金は

取れるような形で、事業を展開を検討して

いきたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

〇委員長（川上 勲君） 

永谷委員。 

〇委員（永谷幸弘君） 

数字の件ですけどね、149ページ都市計

画課のほうで、都市計画策定運用事業、こ

れ、昨日もあったんですけど、令和２年決

算が４万2,000円なってるんですけど、令和

２年度の決算書には４万8,000円て書いてる

んですね。どちらが正しいのか。昨日も２

件あって１件はまた別のあれだったんです

けど。どちらが正しいのかということで、

この１点だけお願いします。 

〇委員長（川上 勲君） 

後ほど答えてください。 

はい、才脇委員。 

〇委員（才脇明美君） 

147ページお願いします。 

建物管理事業、67万6,000円。この内訳

をお願いしたいんですけど、これ建築確認

申請とかを作ってるんですかね、それだっ

たら余りにもちょっと安いかなとか思いま

して。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、田中都市計画課長。 
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〇都市計画課長（田中克生君） 

都市計画課、田中です。 

建物管理事業の67万6,000円につきまし

ては、主に昭和56年５月末以前に建築され

た、旧耐震の木造住宅に対する耐震化に要

した補助費用でございます。 

内訳は、耐震診断２件で10万円、それか

ら、耐震設計１件で10万円、耐震改修工事

１件で40万の計60万になります。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、ほかにございませんね。 

先ほどのわかりましたか。 

後で。 

以上で、都市建設部の質疑を終わらして

いただきます。 

この際、暫時休憩します。再開は11時と

します。 

    （午前10時50分 休憩） 

    （午前11時00分 再開） 

〇委員長（川上 勲君） 

それでは、休憩前に引き続いて委員会を

再開します。 

次に、成果報告書の176ページから194ペ

ージまでの教育総務課。195ページから199

ページまでの義務教育課。200ページから

209ページまでのこども育成課。210ページ

から222ページまでの生涯学習課が所管する

事業について、御説明をお願いします。 

千歳教育総務課長。 

〇教育総務課長（千歳あや乃君） 

おはようございます。教育総務課、千歳

です。よろしくお願いいたします。 

でしたら、教育総務費の主な取組につい

て御説明のほう申し上げます。 

その説明の前に３点ほど修正点がござい

ますので、主要施策成果報告書のほうを御

覧ください。 

主要施策成果報告書の、まず、180ペー

ジになります。就学援助事業になります。

こちらの２、構成事務事業、これの令和３

年度決算額、令和３年度決算額です。こち

らのほうが、今、7,719という数字が入って

ると思うんですが、これ7,118の間違いでご

ざいます。申し訳ございません。7,118です。 

続きまして、主要施策成果報告書194ペ

ージを御覧ください。ふたば園管理事業に

なります。こちらのほうも２、構成事務事

業、令和３年度の決算額になります。こち

ら、２段目と３番目、決算額1,716と196と

入っているんですが、これ逆でございます。

２段目が196、３番目が1,716になります。

数字のほうが段が逆になっております。 

よろしくお願いいたします。 

それでは教育総務課の主な取組について

御説明申し上げます。 

まず、決算書165ページ、主要施策成果

報告書は178ページを御覧ください。項１教

育総務費、目２事務局費、２、学校園管理

事業でございます。 

学校におけるＩＣＴ環境の整備として、

構成事務事業の２番目、５番目、６番目の

事業を行い、児童・生徒用、教職員のパソ

コン機器の整備、小中一貫教育開始に当た

っての校務支援システムの改修を行ってお

ります。 

また、新型コロナウイルス感染症拡大防

止対策としまして、宿泊を伴う学校行事に

対して、対策に要した経費の補助を行って

おります。 

なお、構成事務事業の２番目、４番目に

つきましては、特定財源として、決算書39

ページに記載されておりますとおり、款16

国庫支出金、項２国庫補助金、目５教育費

国庫補助金、節１事務局費国庫補助金、新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金が充当されております。 

続きまして、決算書は173ページ、主要
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施策成果報告書は183ページを御覧ください。

項１教育総務費、目２事務局費、13小中一

貫校施設整備事業でございます。 

この事業では、学校再編整備に関する経

費を計上しております。 

内容につきましては、令和４年度より、

東能勢小学校５・６年生が東能勢中学校で

学ぶための環境整備として、東地区小中一

貫校施設改修工事に係る実施設計、改修工

事に係る工事監理委託料、工事請負費を計

上しております。 

本事業の特定財源としましては、決算書

39ページに記載されておりますとおり、款

16国庫支出金、項２国庫補助金、目５教育

費国庫補助金、節１事務局費国庫補助金、

学校施設環境改善交付金2,130万1,000円が

充当されております。なお、学校再編整備

に係る基本実施設計業務につきましては、

現在も継続中でございます。 

続きまして、決算書は175ページ、主要

施策成果報告書は185ページを御覧ください。

項２小学校費、目１学校管理費、２小学校

管理事業でございます。 

この事業は小学校の修繕や工事などの施

設管理、また、給食事業などが主でござい

ます。 

大規模改修工事としまして、東ときわ台

小学校２号館及び給食調理室屋上防水工事

を行っております。 

その他、光風台小学校職員室空調改修工

事など、令和２年度に策定しました豊能町

学校等個別施設計画、公共施設再編検討委

員会における施設の統廃合、再配置の方向

性や進捗状況を見ながら、施設の改修、修

繕の優先順位を決め、実施いたしました。 

続きまして、決算書は181ページ、主要

施策成果報告書は189ページを御覧ください。

項３中学校費、目１学校管理費、２中学校

管理事業でございます。 

この事業につきましても、先ほどの小学

校管理事業と同じく、中学校の修繕や工事

といった施設管理や給食事業が主でござい

ます。実施内容としましては、吉川中学校

プール吸込配管改修工事、東能勢中学校受

水槽修繕、屋内消火栓用ポンプユニット取

替、火災受信機基盤取替など、こちらも先

ほど申し上げました豊能町学校等個別施設

計画、公共施設再編検討委員会における施

設の統廃合、再配置の方向性や進捗状況を

見ながら、施設の改修、修繕の優先順位を

決め、実施いたしました。 

続きまして、決算書は185ページ、主要

施策成果報告書は194ページを御覧ください。

項４幼稚園費、目１幼稚園管理費、４ふた

ば園管理事業でございます。 

ふたば園施設整備事業としまして、施設

の屋上防水工事をメインに、外壁塗装等改

修工事を行っております。令和３年度にお

きましては、設計及び工事契約を行い、工

事は令和４年度より着手しております。 

支出額としましては実施設計費用として

171万6,000円、工事請負費としましては、

前払い金2,610万円を支払っております。 

教育総務課の主な事業の説明については

以上でございます。 

〇委員長（川上 勲君） 

丁寧に説明をしていただきましたけれど

も、簡単に、特に３年度に変わったところ

だけで結構でございますんで、よろしくお

願いします。 

続きまして、吉澤義務教育課長。 

〇義務教育課長（吉澤 亘君） 

義務教育課、吉澤です。よろしくお願い

します。 

私のほうは義務教育課の所管の事業の中

で、令和３年度新規で行った事業のほうを

御説明させていただきたいと思います。 

主要施策報告書の195ページ、決算書169
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ページを御覧ください。大事業、学校教育

充実事業です。 

この事業につきましては、コロナの関係

で府の補助金、それから、国の補助金等が

出るということで、新規で行った事業がた

くさんあります。 

その中でですね、補助金とは関係がない

んですが、小事業４つ目、デジタル教材教

育事業というのがあります。継続費でお認

めいただいた事業でありますが、これは、

デジタル教科書など、教育コンテンツの配

信サービスというものを導入しまして、子

どもたちのデジタル教材を、見本を見たり、

それからデモをやったりとか、そういった

ものが学校から直接できるシステムを入れ

ました。その分のシステム使用料と保守管

理費用になっております。 

続きまして小事業の６つ目、小・中学校

学力等調査事業になります。これにつきま

しては、豊能町の独自の学力調査でありま

す「とよのチャレンジ」を実施しまして、

そのときにかかった費用で、全額委託料に

なっております。 

次に、小事業の７つ目、スクールサポー

トスタッフ配置事業、これはコロナ対策の

一環で、各小中学校の消毒作業をシルバー

人材センターに委託した事業です。全額委

託料になっております。 

次に小事業の８つ目、ＧＩＧＡスクール

サポーター配置支援事業は一人一台配付し

ましたタブレット端末で学習をやっていく

ために支援指導する専門職を派遣する事業

です。令和２年度に補正予算で認めていた

だいた分の繰越しをした事業で全額委託料

になります。 

次のところです。小事業の10個目の部分、

ＧＩＧＡスクールサポーター配置促進事業

です。これは先ほど御説明しました支援事

業の継続事業になります。令和３年度に補

助金申請しまして認められた分で、これも

タブレット端末の使用に関する専門職の派

遣事業になっております。 

その上の９つ目、感染症対策等の学校教

育活動継続支援事業につきましては、タブ

レット端末を活用するために、ソフトを導

入しました。そのソフトの導入費用と、先

生方への研修費用になっております。 

続きまして主要施策成果報告書199ペー

ジ、決算書の173ページを御覧ください。 

その間の主要施策につきましては、継続

している事業ですので割愛させていただき

ます。 

大事業、保幼小中一貫教育推進事業につ

いてです。それの２つ目、保幼小中一貫教

育充実機材購入事業につきましては、先進

地の視察や研修会等の記録、それからオン

ライン配信を行うためのカメラや、編集機

材を購入した事業になっております。 

説明のほうは以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

竹内こども育成課長。 

〇こども育成課長（竹内弘明君） 

はい、こども育成課の竹内です。 

それで私はこども育成課に関する項目を

御説明させていただきます。 

では、決算書117ページ、事業評価・主

要施策成果報告書200ページをお開きくださ

い。 

事業評価・主要施策報告書の小事業名、

吉川保育所管理事業（新型コロナウイルス

対策事業）は、タブレットを購入し、Ｗｉ

－Ｆｉ環境を整備し、園庭等で、子どもた

ちが先生と一緒に調べることへの興味や関

心を高めることを目的としております。 

決算書では、117ページの款３民生費、

項２児童福祉費、目２児童福祉施設費の備

考欄の２、吉川保育所管理事業、17備品購

入費の庁用器具費です。 
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事業評価・主要施策成果報告書にお戻り

ください。 

次の、吉川保育所感染症予防対策事業は、

新型コロナウイルス感染症予防対策として、

衛生消耗品や壁掛扇風機等の備品を購入し

たものです。特定財源としまして、保育対

策総合支援事業費補助金25万円と、新型コ

ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金25万円を充当しております。 

また、決算書185ページ、事業評価・主

要施策成果報告書206ページのひかり幼稚園

管理事業、及び、決算書185ページ、事業評

価・主要施策成果報告書208ページのふたば

園管理事業のコロナウイルス感染症対策事

業等につきましては、事業内容や支出科目

につきましては、今、御説明させていただ

きました吉川保育所管理事業と同じとなっ

ております。 

こども育成課の説明は以上になります。 

〇委員長（川上 勲君） 

次は、寺倉生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（寺倉義浩君） 

生涯学習課、寺倉です。よろしくお願い

いたします。 

それでは生涯学習課の実施事業について

御説明のほうさせていただきたいと思いま

す。 

まず、決算書189ページ、主要施策成果

報告書210ページを御覧ください。こちら生

涯学習推進事業でございます。 

小事業として２つ目の、生涯学習施設感

染予防対策事業としまして、西公民館、中

央公民館、ユーベルホール、シートスに、

非接触型体温検知器を各１台購入いたしま

した。特定財源としまして、新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金を充

当しております。 

続きまして、決算書191ページ、主要施

策成果報告書212ページを御覧ください。 

西公民館管理事業でございますけれども、

こちら小事業の２つ目、西公民館改修事業

としまして二つ、工事を実施いたしました。

一つは雨漏り対策のための、建屋の雨樋の

改修工事でございます。２つ目は、館内の

装飾タイルの落下防止のための館内の柱等

の改修工事でございます。 

続きまして決算書193ページ、主要施策

成果報告書214ページを御覧ください。 

こちら図書館運営事業でございます。 

小事業３つ目の図書館資料購入事業は、

新規事業でありますけど、内容的には、図

書や資料の購入経費を令和２年度は、図書

購入費、経常事業の図書館運営事業の中の

図書購入費で執行しておりましたが、令和

３年度からは、図書館運営事業と切り分け、

予算を消耗品として組替えた上で、執行し

ております。 

６つ目の小事業、図書館パワーアップ事

業としまして、新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金を活用しまして、

オーパック、館内の貸出し検査機、また図

書館の業務用パソコンを更新いたしました。 

続きまして決算書195ページ、主要施策

成果報告書215ページをお開きください。こ

ちら図書館管理事業でございますが、小事

業４つ目の図書館空調更新事業としまして、

令和２年度からの繰越事業として、図書館

の空調を入れ替えて更新しております。こ

ちらは、同様に新型コロナウイルス感染症

地方対応地方総理臨時交付金を充当してお

ります。 

続きましては、決算書199ページ、主要

施策成果報告書220ページをお開きください。

こちらは体育施設管理事業でございますけ

れども、２つ目の小事業として町立スポー

ツ施設管理委託事業としまして、ふれあい

広場とスポーツ広場を民間活力の導入を期

待しまして、ＮＰＯ法人ヴィエントとよの
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に、管理委託をしております。令和３年か

ら令和５年度の３年間の委託となります。 

続きまして決算書201ページ、主要施策

成果報告書221ページを御覧ください。 

このシートス管理事業なんですけれども、

ちょっと１点、修正ございます、申し訳ご

ざいません。シートス管理事業の右上の３、

主な成果の欄の上から６行目のところに実

績載っておるんですけれども、６行目のと

ころに第２体育場2,939人、テニスコート

6,248人とございますが、これは誤りでござ

います。令和２年度の実績が記載されてお

ります。正しくはその上の、一つ上の５行

目、第二体育場 1,744人、テニスコート

5,086人、これが正しい令和３年の実績でご

ざいます。誠に申し訳ございません。 

事業としまして、２つ目の小事業として、

シートス改修事業を行いました。こちらは、

シートスの屋上防水の改修と、プールろ過

機のエア作動弁の改修工事を実施いたしま

した。 

続きまして３つ目の小事業、シートス管

理維持体制持続化事業としまして、この中

で指定管理者の財政支援を行うために、シ

ートス指定管理者感染症対策支援金を支出

しております。こちらは全額、新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を

活用しております。 

教育委員会の所管の事業の説明を、これ

で終了させていただきたいと思います。 

〇委員長（川上 勲君） 

これより質疑を行います。 

永並委員。 

〇委員（永並 啓君） 

これ最後に聞こうと思ってたんですけど、

特に教育委員会になると、公共施設を持っ

ている数が多いんですよね。いろんなとこ

ろの、まぁやたらめったら、答申を待って、

答申を待って、これで何を審査するの。 

答申出てからの話でしょ。町長。 

答申を待ってで、止まるんですよ、決算

を何を審査する。今後ここに、答申を待た

ないから何もできませんって書いてあるん

です。Ｄ判定がいっぱい出てるんですよ。

答申を待って大規模な抜本的な見直しを行

う。こういうものが、公民館にもあったり、

ユーベルにもあったり、いろんなとこで書

いてるんです。 

それがないのにここで何を議論するんで

すかって言うんです。 

で、答申をいつ出されるんですかってい

う問いになるんです。 

３月に附帯決議を出しているんです。 

どう受け止めているか、ちょっとそれだ

けをね、ちょっと確認させてください。 

〇委員長（川上 勲君） 

塩川町長。 

〇町長（塩川恒敏君） 

はい、今回の令和３年度事業評価という

ところのお願いでございますけれども、そ

の前に、御質問の件、附帯決議もいただき

ながら、公共施設の再編、これに関しては

私が就任をしたときから、公共施設の再編

という部分は、財政に対して非常に影響が

あるもの。したがって、それを基本的には

取りあえず利用しながら、人口規模に合っ

た内容のものに仕上げていくというところ

で、そこで、庁内のところはＰＴを、そし

て審議会の専門家の先生方も含めて議論を

さしていただいてる。 

そこでのいわゆる答申を待たなければ、

いけない部分がありますので、そういう形

でやっておりますので、どうぞ御理解をい

ただきたいというふうに思います。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、永並委員。 

〇委員（永並 啓君） 

いや僕聞いてるのはそれはもう何度も聞
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いてるんですよ。それで、町長は答えてる

んですよ、答申出たって最後は政治判断だ

と。結局、答申は参考意見なんです。政治

判断で変わるかもしれない。その政治判断

がなければ、ここは次に進めないというこ

となんです。 

何度も聞きましたね、答申どおりにやる

んだったら答申を待つのは大事です。 

でも、答申が出ても町長は政治判断です、

参考意見ですって言ってるんですよ。そし

たら今言ってることが、崩れますよね。い

くら一生懸命答申出されたとしても、最後、

存続か廃止か、何をするかは政治判断なん

です。 

だからそれを早く出してくれっていうこ

とを、あえて予算の可決した後に、附帯決

議として議会として通してるんです。それ

を早急に出してくれと、夏ぐらいに出して

くれと。それなのに、これまでの委員会の

答弁を聞いてても、１月にとか。全く附帯

決議無視ですよね。 

当然そちらはいろいろ通してくださいと

お願いしますよ。それの唯一のこっちから

のお願いが附帯決議です。 

どう思ってるんですか、それを。 

〇委員長（川上 勲君） 

塩川町長。 

〇町長（塩川恒敏君） 

附帯決議という部分では非常に重要であ

って、それは真摯に受け止めております。 

ただ、全体として公共施設の判断は最終

的には違うということではなくて、公共施

設の再編の委員会の中での、お言葉も含め

た状態で最終的に判断するのは私ですけれ

ども、今、何か前提は違うみたいな感じに

なってますけれども、それらを適切に真摯

に受け止めて、今後持続可能な町政運営の

ために、最終的な判断をしていくというこ

とになりますので、委員会の答申を待つべ

きだというように思っておりますので、ど

うぞ御理解をいただきたいと思います。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、永並委員。 

〇委員（永並 啓君） 

いや、附帯決議を受け止めてたら、ずっ

と、馬鹿の一つ覚えみたいに５年１月なん

て言わないんですよ。 

ちょっとでも、早く頑張って調整して、

11月になりました、９月になりました。こ

っちは当然８月で求めましたけど、それを

ちょっとでも早く、でもそんなそぶり一切

ないですよ。常に１月ですよ。 

それで真摯に受け止めていると到底思え

ない、ていうことですよ。 

もうちょっと、御自身の立場で、あなた

しか判断できないんです。その判断で周り

は動くんです。 

とうの昔に公共施設どうあるべきかみん

な知ってますよ。ユーベルなんてもうこれ

以上ずっと維持してたらしんどいというこ

とも。でもそれを専門家が聞こうが、誰が

来ようが、そんな結論わかってるじゃない

ですか、どうしようかっていう。 

それは、町長がそれでもやるんだってい

うのか、やめるっていう英断をするのか。 

赤字か黒字かでいうたら全部なしですよ。

公共施設なんて全部赤字だもん。全部突っ

込んでるんだもん、お金を。 

それでも、住民の健康であったり、文化

であったり、様々なもののために、維持す

る、切る、止める、その選択はあなたにし

かできないんです。 

答申に逃げてどないするんですか。 

〇委員長（川上 勲君） 

ほかにございませんか。 

はい、小寺副委員長。 

〇副委員（小寺正人君） 

評価書の182ページに奨学資金貸与事業
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ね。これ大阪府ではね、高等学校まで原則

無償化してますよね、小・中・高校までね、

高校生が１人借りてはる人がおられるのか

な。ということは、本当に困ってはる人と

いうことになるのかな。大学は４人でよう

済んだねというような気もするけれど。 

本当に困ってる人に、何て言うのかな、

もう給付型に変えていかなあかんという、

国の指針もそうなってきてるから。 

そういうのは、豊能町としてはどう考え

てはるんですかね。奨学金。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、答弁を求めます。 

千歳教育総務課長。 

〇教育総務課長（千歳あや乃君） 

教育総務課、千歳です。 

奨学金について、奨学資金の対応につい

てということなんですけれども、こちらに

関しては、現在貸付けている人が、大学生

４人、高校生１人ということで、新規貸付

者っていうのが、昨年に関してはゼロ人で

した。現在、貸付けをするというか、その

申請をされてくる方たちっていうのも大分

少なくなっています。 

それに関しては恐らく、国のほうが給付

型に変えたりだとか、たくさんの一般法人

だとか、そういったところが、奨学資金の

ほうを、考えて、給付であったり、貸与で

あったりというのが増えてきてるっていう

ことも影響してるかと思います。 

ですので教育委員会としましては、この

奨学金制度自体っていうところを、これを

このまま続けるべきなのか、貸与をやめる

のか、給付に変えるのか、制度そのものを

どうするのか、そういったところを現在考

えております。 

ただ、現在につきましては、コロナ禍と

いうところもあり、収入というものがかな

り下がっている方もいらっしゃると思いま

すので、今現在は続けているという状態で

す。 

先に向けて、来年度以降に向けては、こ

の制度自体、どのようにしていくかという

ところ、考えていきたいと思っております。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

教育長のお考えはいかがですか。 

教育長どうぞ。 

〇教育長（森田雅彦君） 

失礼いたします。教育長森田です。 

奨学金のことにつきましては、今、千歳

課長のほうからお話をしました。 

高校のほうも、私立の場合等につきまし

ては、例えば施設費でありますとか、入学

金ですとか、いろんな、これは事業費だけ

ではなく、その他いろんなもろもろがかか

ってるということがございます。 

そういうことで、現在はこういう形で残

しておりますが、大阪府、それから、国の

ほう、いろんな奨学金制度が充実してまい

りましたので、そのことも踏まえて、今後、

本町の奨学金制度につきましては、検討し

ていきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい。早急に答え出してください。以上

です。 

はい、秋元委員。 

〇委員（秋元美智子君） 

秋元です。 

借りる人が少ないっていう。去年はゼロ

人。今現在５人。 

これまでの奨学金を利用された方で、返

済中の方は何人いて、それを返済状況はど

うなんですか。 

お尋ねします。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、千歳教育総務課長。 
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〇教育総務課長（千歳あや乃君） 

はい。教育総務課、千歳です。 

今現在、奨学金の返還対象者っていうの

は、51名になっております。 

その中で、返還に関しては、そうですね、

３分の２に関しては、きっちり計画どおり

返済計画どおり返していただいております。

ただ、３分の１については、ちょっと滞っ

ているという方、中には長らく滞納が続い

ている方っていうのもいらっしゃいます。 

その方たちに関しては、生活状況であっ

たり、そういったところも聞き取りをしな

がら、返済可能額っていうところを、相談

しながら、返還のほうをいただいていると

いうような状況になっております。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、秋元委員。 

〇委員（秋元美智子君） 

奨学金借りてね、返済で非常に困ってる、

いつまでもっていうのは、報道で見たこと

あるけど、ただ、町としてはやっぱりきち

っと、返していただかなくちゃいけないの

で、これ、最終的に貸倒れってことはない

ですよね。 

それはどなたが最終責任持って今動いて

らっしゃるかわからないけど、そういう危

険な状況ではないというふうに認識したら

いいですか。 

要は貸倒れというか、もう見込みなしっ

ていうふうな、どこかで線を引くみたいな

とこがあるんかな、今後。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、千歳教育総務課長。 

〇教育総務課長（千歳あや乃君） 

はい、教育総務課、千歳です。 

貸倒れというふうなお話だったんですけ

れども、実際収入もなく、生活に困窮して

いらっしゃる返還者というのもいらっしゃ

います。この方たちが本当に返還能力がな

いのかどうかっていうところを判断して、

最終的には、例えば財産調査とかできるの

であればそういったところで財産がない、

本人としても、もう財産はないですと言っ

たようなことを言っていただいて。 

そうなると、もしかしたらなくなる可能

性はあります。ないとは言えないというの

が現状です。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

他にございませんか。 

永並委員。 

〇委員（永並 啓君） 

先ほどね、奨学金の貸倒れがないってい

うところで、そういうのを調査するのは、

教育委員会でやるの。それとも、町税とか

の滞納者の部分だったら、税務がやります

よね。そちらのほうに、移管するとか。 

そうしないと、やはり教育委員会では専

門的なそういう知識っていうものはやはり、

税のほうが持ってると思うんで、そこら辺

の連携というのはとれてるかどうかの、ち

ょっと確認だけさせてください。 

あと204ページの児童虐待防止対策事業

なんですけども、これはこういうふうに相

談というのは、緊迫した状態で相談には来

られるんですけども、基本的には解決でき

ると思っていいのか、まだそういう懸案状

態が続いてるっていうような状態なのか。 

そしてこの数っていうのは、他市町村と

比べて豊能町の場合は、多いのか少ないの

か、割合ですよ、そういうのが、わかれば

教えてください。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、千歳教育総務課長。 

〇教育総務課長（千歳あや乃君） 

教育総務課、千歳です。 

おっしゃるように、徴収であったり、そ
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ういったもの、調査、そういったものに関

しては、税務課のほうとかそういったとこ

ろでスキルを持っておる者というのがたく

さんいます。 

現在町のほうでは徴収対策室というのを

設けておりまして、徴収対策室のほうで、

税務課が徴収対策室長やっておるんですけ

れども、そちらのほうに相談をしながら、

こういった場合はどうしたらいいのかとか、

弁護士さんにどのように相談したらいいの

かとか、そういったところでいろんなアド

バイスや助言というのをいただいておりま

す。 

その中で、どうしても困難案件という形

になると移管っていうことも今後考えてい

かなければならないというふうに考えてお

ります。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

竹内こども育成課長。 

〇こども育成課長（竹内弘明君） 

はい、こども育成課の竹内です。 

虐待の事案についてですが、やはりこれ

は継続して、対応をしていっております。 

すぐには解決できない事案というのもあ

りますので、それはこども家庭センターで

あるとか、そういうところと連携をしなが

ら対応しております。 

それと、他の市町村に対して、多いか少

ないかなんですが、申し訳ございません。

他の市町村の状況全部を把握しておりませ

んので、ちょっとその辺わからないんです

が、先日、こども家庭センターとも会議を

したときの、町内の対象の方なんですが、

要保護、重要案件でいろいろネグレストで

あるとか、そういうので対応を見守ってい

かないといけない御家庭なんですが、家庭

数で15件、保護、その対象の子ども、兄弟

等がありますので、35人となっております。 

この方々、この子どもたち等については、

継続して、いろんな対応をしているという

ところです。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、永谷委員。 

〇委員（永谷幸弘君） 

195ページなんですけど、義務教育課の

関係で、これ総合評価Ｃということでされ

てるんです。 

Ｃというのは、大事業全体の抜本的な見

直しが必要なんですけど、具体的に何かお

考えなのか、これからされるのか、進行中

なのか、よろしくお願いします。 

〇委員長（川上 勲君） 

吉澤義務教育課長。 

〇義務教育課長（吉澤 亘君） 

はい、義務教育課、吉澤です。 

御質問ありがとうございます。 

この、195ページに上げてる事業の新規

事業のほとんどが国や府からの補助事業に

なっております。 

それから、ＧＩＧＡスクール構想に基づ

くタブレットの端末等の部分になってます

ので、町の財政だけではなかなかそれをク

リアすることはできません。 

どんどんほかの自治体と同じように活用

するためにソフトとか導入しようと思えば、

費用がかかってきますので、その分、国や

府の補助金とか、助成事業とかを見ながら

やっていかないといけないというところで、

Ｃ判定をさせていただいております。 

今後も、国や府のそういった事業を見な

がら、進めていきたいと思っております。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、才脇委員。 

〇委員（才脇明美君） 

220ページの体育施設管理事業。 



28 

小事業名の１、２なんですけど、これの

維持管理、両方とも維持管理ですよね。 

ちょっとこれをこの辺ちょっと詳しくち

ょっと教えていただきます。去年が300万、

今年は、民間委託して、600万。 

ちょっと確認させてください。 

〇委員長（川上 勲君） 

寺倉生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（寺倉義浩君） 

はい、生涯学習課、寺倉です。 

こちらの体育施設管理事業について御説

明をさせていただきたいと思います。 

この事業はふれあい広場と、スポーツ広

場の管理にかかる経費なんですけれども、

令和２年度までは、直営で実施してました。

ただ、スポーツ広場はシルバー人材センタ

ーに委託、ふれあい広場の方は直営で管理

人を雇用しまして、運営しておりました。

令和２年度の実績で322万8,000円とござい

ますのは、これは、実質的には、光熱水料

費であったりとか、シルバー人材センター

への業務委託料でございます。 

直営のふれあい広場のほうの人件費はこ

の中には含まれておりません。人件費事業

として別で、秘書人事課が計上しておりま

した。 

それを、令和３年度からはスポーツ広場、

ふれあい広場、両方とも、ヴィエントとよ

ののほうに委託しまして、２つ目の町立ス

ポーツ施設管理委託事業というところ621万

1,000円、これが委託費になります。 

その上の体育施設管理事業として394万

残っております。これは光熱水料費等、町

が電力会社とかガス会社と契約してますの

で、この分については町で直接支払うとい

うことで、こういった予算の構成になって

おります。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、才脇委員。 

〇委員（才脇明美君） 

すごく増えてますね。 

増えた理由を。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、寺倉生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（寺倉義浩君） 

はい、生涯学習課、寺倉です。 

この令和２年度決算、令和３年度決算と

比較すると、300万近く増えてるということ

になるんですけども、令和２年度はふれあ

い広場の管理人の報酬が、この事業の中に

入ってませんので、別で人件費事業として、

秘書人事課のほうが所管してる分でありま

すので、この、体育施設管理事業の中には

そのふれあい広場の管理人の決算が入って

ないということで、この表ではかなり差が

あるということになっております。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、秋元委員。 

〇委員（秋元美智子君） 

成果書の195ページ、永谷委員の質問の

続きみたいになってしまうんですけども、

ＧＩＧＡスクール、豊能町の現状ですね、

全国的に比べてこのシートはちょっと違う

んだと思いますけども、この取組状況とい

うのは早いほうなんですか。それとも遅く

て、これからまだこの経費が必要としてい

るのか。 

ちょっとその全体の様子をちょっと教え

ていただきたいんですが。 

〇委員長（川上 勲君） 

吉澤義務教育課長。 

〇義務教育課長（吉澤 亘君） 

はい、義務教育課、吉澤です。 

まずは、タブレット端末を一人一台配付

するというところでは、全国一律にされて

おりますので、本町も、一人一台配付でき

ております。それを活用して授業をしてい
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くっていうのを、今、やっております、各

学校で。少し遅れてですが、長期休みのと

きとか、コロナのときに、端末を持って帰

るということを令和３年度から少しずつ導

入していってますので、その辺につきまし

ても、近隣と同じような状況にはなってお

ります。 

あとそのタブレットの活用についてはで

すね、先生方に研修を受けていただいたり、

それから、先ほど決算でも御説明しました

ＧＩＧＡスクールサポーターの方に派遣で

行っているときに活用方法を聞いたり、授

業でどう使ったらいいのかというのも、近

隣と同じようにやっておりますので、今、

豊能町として遅れているかというとそうで

はないです。ほぼ同じような状況です。 

あとその活用方法については、申し訳な

いんですが、先生方が研鑽していただいて、

どんどん導入していっていただくと子ども

たちももっと活用できるのかなぁと思いま

すが、その辺につきましては、情報教育の

担当の先生方が、２月に１回集まって事務

局も入りまして、それぞれの学校でどんな

ことで活用しているかというのを、情報交

換して、それを持ち帰って、ほかの先生方

と共有して授業に活用していただいてます。

その活用方法についても、その専門員が派

遣で行ったときに聞きながら、授業で使っ

たり、どういうアプリを、無料でダウンロ

ードして活用できるかとか、そういうこと

も考えながら進めていただいてますので、

ほぼ、近隣とは同じ状況下になると、事務

局では把握しております。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、秋元委員。 

〇委員（秋元美智子君） 

今のお話をお伺いすると、どうやって活

用するか先生にお任せしてると。で、その

先生にいろんな情報を持ってるこの専門の

方がいらっしゃると。この専門の方ってい

うのは、町の職員じゃなくて、どういう立

場の方かちょっとわからないんですね。で、

今のお話を聞く限り、これからやっぱり何

年も先もある程度その方に期待してくよう

な状況なのかなぁというのと、もう一つ私

はわからないのは、これを導入したことに

よって、どんだけ学力に、それなりに効果

があるんでしょうけども、それからもう一

個心配なのが、このタブレットを使えない

子ども。私ここの中でも結構差があって遅

いほうですからね。 

そういうふうなところの対処方法、この

２点、お尋ねします。教育委員会としてど

ういうふうなフォローされてるのか。 

〇委員長（川上 勲君） 

吉澤義務教育課長。 

〇義務教育課長（吉澤 亘君） 

はい、義務教育課、吉澤です。 

ＧＩＧＡスクールサポーターにつきまし

ては、国の、そういう研修を受けられた方

に来ていただいてます。ですので、スキル

はかなりあります。 

ですので通常そういう方っていうのは機

器の使い方だけなんですが、本町に来てい

ただいてる方は、授業のやり方、授業の中

でどういうふうに、タブレットを活用する

と効果的に子どもたちに、学習として、学

ぶことができるかと、そういうスキルを持

ってる方に来ていただいてます。 

６個ありますので、２人の方に、週１回

ずつぐらい入ってもらってます。 

その方に、機器の活用とか、授業のこと、

それから先生方につきましては、学習指導

要領がありますので、それに基づいて国か

ら、何年生ではこの教科ではこの単元をや

らないといけないのがあります。 

その中でどういうふうに活用したら、子
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どもたちに学びが広がるかというところを、

そのサポーターの方と相談しながらやって

いってもらってます。 

ですので、遅れることなく、学校のほう

では進めております。 

で、私ども事務局としては、そのサポー

ターの方を常時委託をしているんです。そ

ういう会社がありますので。そこからの委

託派遣という形をとってます。できるだけ

継続してですね、まだ、導入して２年目で

すので、続けて導入していきたいなと思っ

ております。 

現場のほうも、そういう方に来ていただ

くと、安心して子どもたちに指導ができる

と。またそのサポーターは、先生に、助言

するだけじゃなくって、教室に入って使え

ない子どもたちのサポートにも入ってもら

ってます。それ以外にも、授業に入ってな

い先生が必要に応じて、その教室に入って、

フォローに行っていただいている学校もあ

ります。 

ですので、そういう使い方についても、

担任だけではなくって、ほかの先生方の協

力なり、そのサポーターを活用してやって

いただいているというのが現状です。 

それを継続していくためにはやはり予算

が必要ですので、その予算をどこから捻出

するかというところを、事務局の中で、考

えているところです。 

以上です。 

すみません、学力効果のことを忘れてお

りました。申し訳ありません。まだその学

力効果がどの辺でどういうふうに上がった

かというのはまだわかりません。 

ですので、そういったところも町の独自

のとよのチャレンジで見ていけたらなぁと

思っております。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

永谷委員。 

〇委員（永谷幸弘君） 

成果報告書197ページの人権・地域教育

充実事業ですけど、そこの３番の主な成果、

スクールガードリーダーですね。 

スクールガードをされる方については、

警察のＯＢとか、学校のＯＢの方というこ

とで認識しております。これって書いてる

のが週に２～３日なんです。朝と、あと下

校ですね。それとあと、危険個所の確認な

んですけど、週に２～３日ということは学

校区全体として、週に２～３日という解釈

かなと。私、新光風台立ってますけど。そ

んな週に２～３日で来られてませんので、

町内全体として２～３日立ちますよ、とい

うことは私新光風台立ってますけども、４

週に１回ぐらいかなということもあるんで

すけども、そういうところでやってるとい

うことでいいんでしょうか。 

〇委員長（川上 勲君） 

吉澤義務教育課長。 

〇義務教育課長（吉澤 亘君） 

はい、義務教育課、吉澤です。 

今スクールガードリーダーとしてお願い

している方がお２人います。お一人が警察

のＯＢの方です。お一人が教員のＯＢの方

です。 

教員のＯＢの方は、吉川小学校の校区の

スクールガードリーダーという役割をして

いただいて、朝と夕方の登下校の見守りを

していただいてます。週に１回程度です。 

あとの３小学校につきましては、その警

察ＯＢの方に、週１回程度、見守りをして

いただいてます。また何か危険個所があっ

たときには、それにプラスアルファで、見

守りをしていただいているという現状です。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、永谷委員。 
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〇委員（永谷幸弘君） 

登校は班登校で大体分かるんです。下校

ってばらばらですよね。それってどういう

見守りをされてるのかというのは、もうす

ごく私不安というか不思議なんです。 

下校バラバラですわ、はっきり言うて。

登校は班登校で、その後ろついてずっと上

がってはります。分かるんですけど。下校

もされてるということを聞きましてね、ほ

んまにしたはんのかなというクエスチョン

がついてきたんですけどね。 

ちょっとその点、実際のところどうされ

てるのか、お聞きいたします。 

〇委員長（川上 勲君） 

吉澤義務教育課長。 

〇義務教育課長（吉澤 亘君） 

はい、義務教育課の吉澤です。 

下校時はですねポイントを決めて、その

校区ごとに、そこに一旦立ち寄られて子ど

もたちの、動きをずっと見て、あと、ちょ

っと気になる子どもさんがいる場合には、

ある程度付き添いながら、お一人の子ども

さんの場合で、危険な通学路のところは一

緒についてあげて、そのことを話をしたり

とかして、その子の状況を確認したりとか

っていうことをしていただいてます。 

その報告をうちのほうに上げていただい

て、場合によっては、その現場を確認しに

行ったりとかしております。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

永谷委員。 

〇委員（永谷幸弘君） 

下校時の時間の幅がね、ありますんであ

れなんですけど。登校はね。短く後ろつい

ていくんですけどね。 

その下校時ポイントをまず決めてなんで

すけど、結構そんなら、長い時間そこに立

たれて、ある程度の下校する子どもたちが

行くのを見てという、大体下校時間はちょ

っとわかりませんけれども、そういう形で

いいですかね。 

〇委員長（川上 勲君） 

吉澤義務教育課長。 

〇義務教育課長（吉澤 亘君） 

はい、義務教育課、吉澤です。 

夕方につきましては、朝に比べまして若

干時間長めに設定していただいてます。２

時間から３時間です。ですので、場所によ

っては、もうちょっと短い場合もあります

が、大体３時間以内で、見守りをしていた

だいてるという状況です。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

小寺副委員長。 

〇副委員（小寺正人君） 

成果報告書195ページの６番ですよね。

とよのチャレンジテスト。国の調査、学力

テスト、それから府のテスト、町のテスト。

町のテストが、そのチャレンジっていうや

つですよね。 

これは９年間ね、１年生から９年生まで

ずっと見ていこうという趣旨で始まったと

思うんですけど、大体、何年間経過してる

から、だんだんと効果を発しているのかど

うか、それをお聞きしたいと思います。 

〇委員長（川上 勲君） 

吉澤義務教育課長。 

〇義務教育課長（吉澤 亘君） 

はい、義務教育課、吉澤です。 

全国学力調査は、かなり年数、重ねてき

ておりますが、とよのチャレンジにつきま

しては、去年初めてやったところです。 

ですのでそれも、全国学力調査と大阪府

のすくすくテストと一緒にやりましたので、

子どもたちにはかなりしんどい目をさせて

しまいましたんで、今年度につきましては

ちょっと時期をずらしてやろうと思ってお
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ります。 

ですのでその経年の結果はまだ、見るこ

とはできておりません。今後、それを蓄積

していって、どういう学力を子どもたちに

つけていってあげたらいいかということを

検討していきたいと思っております。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、管野議長。 

〇議長（管野英美子君） 

管野です。 

評価シートの189ページの中学校管理事

業です。 

給食の残渣が減ってるっていうのは私も

認識しているんですけれど、劇的に減って

いるわけではないですよね。37が32ぐらい

になったということだと思いますけれど、

給食の時間も、食べる時間が短いからもう

ええわみたいなことになっている、導入し

たときに、学力の向上とかっていうのも言

うてたんですけど、残しているから、学力

上がれへんのちゃうかなとか、そういうふ

うに結びつけてはいけないかもしれないけ

れども、３割は残しているっていうことを、

どうお考えですか。3,268万だと思います。

決算書181ページの委託料ですか。 

どのようにお考えですか。 

〇委員長（川上 勲君） 

千歳教育総務課長。 

〇教育総務課長（千歳あや乃君） 

はい、教育総務課、千歳です。 

給食の残渣についてなんですけれども、

今、委員おっしゃったように、給食の時間

が短い、食べてる、昼休みも遊びたいので、

給食の時間が短いといったようなことは実

際聞いております。 

ただ、学校の教育、１時間目から６時間

目まである中で、給食の時間をどのように

確保していくかっていうのは課題として認

識しております。 

残渣についても、一番多かったときに比

べたらかなり下がったかなと思うんですけ

れども、今後も、食育の推進っていうたと

ころで、給食の先生方とかそういった方に

協力いただく、また生徒会とか、生徒たち

自身が、給食を食べるということの意識が

向くように、生徒同士が、意思のほう持っ

ていくって言ったようなところ、そういっ

たところのほうを意欲向上みたいな感じで

考えていきたいなというふうには考えてい

ます。 

令和８年度に関しては、もう今度、自校

給食になるというような形なんですけれど

も、あと、５、６、７の３年間、この３年

間で、その辺りのところというのは常に考

えていきたいなというふうに思っておりま

す。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

管野議長。 

〇議長（管野英美子君） 

あと３年間あるんです。光風台小学校に

中学生が行くという、その給食問題もある

と思うので、しっかりと取り組んでいただ

きたいと思います。 

その学力にも関わると思うんですけれど

も、195ページのところで、吉澤義務教育課

長が丁寧に説明いただきましたけれど、こ

の結果が、一回のテストで結果を出さなあ

かんということではないけど、４月のテス

トで、ちょっと中学生もすべったかなみた

いなことになってると、漏れ伺いました。 

それで、今日、国の補助金待ちみたいな

こともおっしゃったと思うんですけれど、

教育の町とよのと言っているんであれば、

この金額ぱーっと見て少な、1,000万単位の

数字ってないじゃないですか。もっと教育

にお金をかけて、教育の町っていうことを
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取り戻してほしいんですけれど教育長いか

が考えておられますか。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、森田教育長。 

〇教育長（森田雅彦君） 

はい、ありがとうございます。 

前段の給食の話、中学生の給食の話につ

きましては、議長のほうからも朝、登校指

導していただく際に、中学生の子どもたち

に、今日のメニューは、ハンバーグやで、

残したらあかんでというようなね、声もか

けていただいております。 

また学校のほうでも、生徒会中心にして、

朝礼で呼びかけたり、あるいは、ビデオを

撮って、それを流して、これは委託業者の

方に作っていただいてるところとかね。そ

ういうところをみんなで見ながら、という

ような給食をいただくと、いうようなこと

も取り組んできてくれておりまして、まだ

まだ課題はあると思いますけれども、徐々

に残渣、今減っておるというような状況で

ございます。ありがとうございます。 

それから学力の問題でございますが、学

力のことにつきましては、やはり、これは、

すぐに改善するということじゃなしに、平

成29年度から、やはり豊能町の子どもたち

の全国学テの調査ですとかね、あるいは、

府の調査、学力調査をもとに、学力向上プ

ランということを立てて、それぞれの学校

で取組を進めております。 

そういう中で、やはりもう少しお金をか

けてというようなこともございますけれど

も、私は、やはり、今の子どもたちの課題

は一つは、やはり全国学テから見えてきて

ますのは、やはり、読む力、読み取る力と

いうのは、大変これは課題であると、これ

は国語科に特化するだけじゃなしに、全て

の教科に共通するやはり、問題を読んで、

どういう内容かということをきちっとわか

らなくては、問題も解けないということで

すので、この辺りのことを、やはり読書力、

読書も含めまして、今ずっとこの間、取り

組んできておるところでございます。 

それから、もう一つは、全国学テの中で、

理科教育、理科、こんだけ自然がたくさん

ある豊能町でございます。すばらしい自然

が残ってる。やはり、もっといろんな体験、

これは自然の中に出ていって、いろんな体

験をしていく、そして、感性も磨いていく

というようなことも、取り組んでいこうと

いうようなことを校長会等でも、校長先生

方と話をしております。 

お金をかけてすぐにその結果が出るとい

うことではなしに、やっぱり日々の積み重

ねがものすごく大事だというふうに思って

おりますので、課題となっておりますこと、

とよのチャレンジで、これ一人一人の学力、

できてるところはますます伸ばして、課題

となっているところは、やっぱり頑張ろう

よというようなスタンスで、これは家庭と

も連携をとりながら、進めたいと思います。 

今、学校のほうとは、とりわけ家庭学習、

学校で習っただけじゃなしに、家帰って、

やはり復習をしよう、そういう、こういう

ようなことも、話をしております。 

そういうこと、また「豊能の風」の中で

もお伝えをしてまいりたいというふうに思

っておりますので、また、よろしくお願い

したいというふうに思います。 

ありがとうございます。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、管野議長。 

〇議長（管野英美子君） 

今、教育長が課題をおっしゃった、例え

ば理科教育でも、私たち理科のボランティ

アで、タダで行ってる、材料費すら出さな

いっていう事が今起こりつつあるんですね。

私たちもいろんなグッズ持ってるから、持



34 

っては行きますけど、やっぱりお金をかけ

るとこをかけてほしいんです。今教育長、

課題出してくださいましたんで、それで、

一般財源出してもいいじゃないですか。国

の補助金を待ってるよりも。 

タブレットも見せてもらったんです、教

育委員と永谷議員とで見せてもらったとき

に、パスワード２回入れなあかんって言っ

て、３台用意してくれはったんですけど、

教頭先生が入れてる間に、もういい、１台

でいいから３人で見るからっていうことで、

１年生の子のタブレットやったんですけど

ね。そういうところのサポートも要るんじ

ゃないんですか。実際授業を始めるいうた

ときに、光小で30人おってパスワード入れ

たらもうそれで１時間ということになる。

そういう人件費とかも、お金をかけてほし

いわけです。本当にここの数字見てくださ

いよ。100万単位です。 

教育の町っておっしゃってるんで、一般

財源から出して、蹴られたらそれは町長の

判断じゃないですか。中身のほうはもっと

教育委員会でしっかりと、議論していただ

きたいと思います。 

町長に、最後お金かけていただけるのか、

お伺いします。 

〇委員長（川上 勲君） 

塩川町長。 

〇町長（塩川恒敏君） 

教育の充実ということは本当に必要で、

次世代に担う子どもたちに必要な内容でご

ざいます。 

その一般財源の中ということですけれど

も、上がってくる内容を含めて、全体的に

調整をしていきたいと思います。 

子どもたちへの投資というのは非常に重

要だと思っておりますので、そういう判断

の中で限られた財源の中で優先順位をつけ

ていきたいというふうに思っております。 

〇委員長（川上 勲君） 

以上で質疑を終結いたします。 

仙波総務部長。 

〇総務部長（仙波英太朗君） 

総務部、仙波です。 

先ほど都市計画課のところで御質問いた

だいた永谷委員の御質問にちょっとお答え

できておりません。 

昼一番にはお答えできるかと思います。 

〇委員長（川上 勲君） 

以上で質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 

ございませんか。討論ございませんか。 

永並委員。 

〇委員（永並 啓君） 

一応賛成はするんですが、特に教育委員

会のところで、ほぼほぼ審査できてないで

すよ。ユーベル、シートス、公民館。 

だって、当然予算の使い途っていうのを

諮るのも決算の大事な一つではありますが、

それを受けた上で、今後どういうふうにし

ていくかっていうところを、審査をしなけ

ればいけない中で、方向性が、答申を待っ

て、答申を待って、答申を待って、答申を

待って。いや、これじゃ本当に審査してな

いのと一緒なんですよ。 

ですから、そこら辺は本当に理事者、特

に町長ですよね、真摯に受け止めていただ

く必要があると思います。 

認定はさせていただく、賛成はさせてい

ただきますが、そういった思いを十分に理

解した上で、頭に置いといていただけたら

と思います。 

〇委員長（川上 勲君） 

ほかにございませんね。 

   （「なし」の声あり） 

〇委員長（川上 勲君） 

はい。 

これより採決を行います。本件は原案の
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とおり認定することに賛成の方は挙手を願

います。 

   （全員挙手） 

〇委員長（川上 勲君） 

全員挙手でございます。 

よって、第１号認定は、原案のとおり認

定することに決定しました。 

以上で、一般会計令和３年度決算認定は

終了いたします。 

この際、暫時休憩いたします。再開は午

後１時といたします。 

    （午後０時７分 休憩） 

    （午後１時00分 再開） 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、それでは休憩前に引き続いて、会

議を始めます。 

会議に入る前に、仙波総務部長から、午

前中の答弁をよろしくお願いします。 

〇総務部長（仙波英太朗君） 

総務部、仙波です。午前中は失礼いたし

ました。 

主要施策成果報告書の149ページを御覧

ください。午前中に永谷委員から御質問い

ただきました都市計画策定・運用事業の令

和２年度決算額が４万8,000円ではないかと

いうところでございます。 

この大事業、都市計画策定・運用事業に

つきましては、令和３年度に、小事業名１、

２って書いてあるんですけれども、都市計

画策定・運用事業１番と、２番、空家対策

推進事業、この二つに、令和３年度の決算

のほうが、要は小事業に分けて、記載する

ようにしております。 

令和２年度の決算につきましては、これ

を一つの事業として記載しておったところ

なんですが、令和３年度に二つに分けたと

いうところで、この令和２年度の決算額、

上の１番の小事業名、都市計画策定・運用

事業は４万2,000円で、２番目の空家対策推

進事業が6,000円、これを合わせて４万

8,000円というのが実は令和２年度の決算額

ということになっております。 

令和３年度の表記がこの二つに分かれて

おりますので、ちょっとこういう表記にな

ってしまったということでございます。 

よろしくお願いします。 

〇委員長（川上 勲君） 

それでは、第２号認定、令和３年度豊能

町国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳出

決算の認定についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

岡本保険課長。 

〇保険課長（岡本めぐみ君） 

はい、保険課、岡本です。 

それでは、令和３年度豊能町国民健康保

険特別会計事業勘定歳入歳出決算でござい

ます。決算書の211ページをお開きください。 

歳入合計28億2,408万470円、歳出合計27

億 5,502万 2,239円で、差引残高 6,905万

8,231円を翌年度に繰り越すものでございま

す。 

事業評価・主要施策報告書の226ページ

を御覧ください。 

歳入の主な内容について説明いたします。

保険料及び保険税につきましては、５億

5,749万1,895円となり、令和２年度から約

8,670万円、1.5％の減となりました。これ

は、被保険者が令和２年度より100人ほど減

少したことなどによるものです。 

現年度の収納率につきましては97.08％

で、令和２年度の97.64％から0.56ポイント

下がる結果となりました。国庫支出金の184

万1,000円につきましては、新型コロナ感染

症に関連する保険料減免に対する補助金で

す。昨年度より大きく減額しておりますが、

これは令和２年度においては、保険料減免

分に加えて、マイナンバー制度に関連する

オンライン資格確認等システム整備への補
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助金もありましたので、令和２年度の交付

額が大きくなっていたものです。 

次に、歳出でございます。229ページを

御覧ください。 

大事業名の１番、国民健康保険事務事業

ですが、令和３年度が令和２年度に比べて

大きく減額しているのは、先ほど歳入で申

し上げました令和２年度のマイナンバー制

度に関連するシステム改修に要した費用に

よる差です。５番の一般被保険者・退職被

保険者等療養給付事業から12番の傷病手当

支給事業までが保険給付費に当たるところ

です。項目ごとの増減がありますが、トー

タルの額について、説明いたしますので、

226ページにお戻りください。 

令和３年度は19億3,907万5,887円で、令

和２年度から4.2％増額しました。ただ、令

和２年度は、新型コロナ感染症による利用

控えが強く出ていた時期で、その前の令和

元年度から大きく減少しています。令和３

年度は、令和元年度と同程度の実績となり

ました。 

再度、229ページを御覧ください。 

大事業名17番の国民健康保険特定健康診

査等事業は、支出額が3,329万2,000円で、

令和２年度より約600万円の増額となりまし

た。これは、昨年の９月議会において補正

予算をお認めいただいたヘルスアップ事業

の実施によるもので、過去10年分の特定健

診データをＡＩ分析して、保健指導に生か

す事業や、体操教室、脳トレ教室など、気

軽に参加できるプログラムを展開して、ヘ

ルスリテラシーの向上を図る事業などを実

施しました。 

概要の説明は以上でございます。 

御審査いただき、御認定くださいますよ

うよろしくお願いいたします。 

〇委員長（川上 勲君） 

ありがとうございました。 

これより本件に対する質疑を行います。 

はい、永谷委員。 

〇委員（永谷幸弘君） 

成果報告書229ページの１番の国民健康

保険事務事業で、先ほど令和２年度の決算

の、この1,100万の中にシステム改修が入っ

てますという答弁いただいたんですけど、

令和３年度決算約730万、この事業概要も、

制度改正等に対してシステム改修を行うと

書いてあるんですけど、実際にシステム改

修を行ったということでいいんですか、こ

の文章からいうたらそういうふうにとれる

んですけど。 

〇委員長（川上 勲君） 

岡本保険課長。 

〇保険課長（岡本めぐみ君） 

はい、保険課、岡本です。 

こちらの事務事業に関する事業概要でご

ざいますが、こちらは一般的に、この事業

の中ではどういうことをするかということ

の説明で記載しておりまして、毎年新シス

テム改修があるということではないですが、

令和２年度においてはシステム改修が実施

があり、このままの記載としております。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、永谷委員。 

〇委員（永谷幸弘君） 

先ほど聞いて分かるんですけど、令和３

年度も、この事業概要についてはシステム

改修を行うということで書いてますよね。

これ令和３年度の説明ですよね。ですから

システム改修を行ったんですかという質問

なんですけど。 

〇委員長（川上 勲君） 

岡本保険課長。 

〇保険課長（岡本めぐみ君） 

はい、保険課、岡本です。 

令和３年度につきましては、12月補正で

お認めいただいた内容だったと思うんです
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けれども、就学前の均等割軽減ということ

でシステム改修を実施いたしました。 

〇委員長（川上 勲君） 

永谷委員。 

〇委員（永谷幸弘君） 

その金額はいくらぐらいですかね。 

〇委員長（川上 勲君） 

岡本保険課長。 

〇保険課長（岡本めぐみ君） 

保険課、岡本です。 

すいません。ちょっとお待ちください。

すいません。 

〇委員長（川上 勲君） 

すぐわかりますか。 

暫時休憩します。 

    （午後１時10分 休憩） 

    （午後１時11分 再開） 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、再開いたします。 

岡本保険課長。 

〇保険課長（岡本めぐみ君） 

はい、保険課、岡本です。 

大変失礼いたしました。 

子ども均等割軽減に係るシステム改修に

つきましては、239万1,000円ということで

ございます。 

〇委員長（川上 勲君） 

わかりましたか。 

はい、永谷委員。 

〇委員（永谷幸弘君） 

はい、質問変わります。 

９番の出産育児一時金の給付事業、令和

２年度は82万4,000円、令和３年度は約４倍

になってますね。ただ出生数は、当然、４

倍になったという計算でいいんでしょうか。 

そして、何人ぐらいだったのか、もしわ

かれば。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、岡本保険課長。 

〇保険課長（岡本めぐみ君） 

はい、保険課、岡本です。 

出産育児一時金の対象者数ですが、令和

３年度は８名で、令和２年度は２名でござ

います。 

〇委員長（川上 勲君） 

質疑ございませんか。ありませんか。 

よろしいか。 

   （「なし」の声あり） 

〇委員長（川上 勲君） 

質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 

反対討論ございませんか。 

   （「なし」の声あり） 

〇委員長（川上 勲君） 

討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

本件は原案のとおり認定することに賛成

の方は挙手をお願いいたします。 

   （全員挙手） 

〇委員長（川上 勲君） 

はい。挙手全員であります。 

よって第２号認定は、原案のとおり認定

することに決定をいたしました。 

第３号認定、令和３年度豊能町国民健康

保険特別会計診療所施設勘定歳入歳出決算

の認定について、を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

岡本保険課長。 

〇保険課長（岡本めぐみ君） 

はい、保険課、岡本です。 

それでは、令和３年度豊能町国民健康保

険特別会計診療所施設勘定歳入歳出決算で

ございます。 

決算書の253ページをお開きください。 

歳入合計１億 319万 626円、歳出合計

9,548万6,399円で、差引残高770万4,227円

を翌年度に繰り越すものでございます。 

事業評価・主要施策報告書の234ページ
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を御覧ください。 

歳入の主な内容について説明させていた

だきます。 

表の２段目にあります診療収入につきま

して、令和３年度は6,064万9,319円となり

ました。これは、外来収入と検査料、予防

接種を含めた、その他診療報酬収入です。

令和３年度は、新型コロナワクチン接種を

実施しましたので大幅に増額しております。

令和２年度から約2,400万円の増額となりま

した。 

一方、繰入金の中の一般会計繰入金につ

きまして、令和３年度は2,580万8,546円と

なりました。先ほど申し上げました、新型

コロナワクチン接種により、診療報酬収入

が増額し、収入が確保できたため、大幅に

減額となりました。 

次に歳出ですが、主要施策報告書の237

ページを御覧ください。 

大事業名の１番、診療所管理運営事業で

すが、令和３年度は1,740万5,000円で、前

年度より3,384万円の減額となりました。こ

れは、コロナ対策の事業について、令和２

年度は、施設設備や備品の整備などを多く

行いましたが、令和３年度は、新たな整備

が少なくなりましたので、その分が減額と

なっております。 

また、大事業名５番の医療用機械器具管

理事業888万8,000円は、電子カルテシステ

ムの更新を行ったことにより、増額となり

ました。 

概要の説明は以上でございます。 

御審査いただき、御認定くださいますよ

うよろしくお願いいたします。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、ありがとうございました。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ございませんか。 

はい、永谷委員。 

〇委員（永谷幸弘君） 

はい、永谷です。 

東地区における医療拠点ということで大

変大事なところだと思ってます。 

で、総合評価Ｃということなんですけれ

ども、老朽化もですね、著しいということ

ですので、公共施設再編の絡みも出てくる

んかなと、そのほかの考え方もあると思い

ますけれども、今後の診療所のどう言いま

すか、運営に係るですね、考え方を、今後

も、どういうふうにされるのか。 

今現在ありますので、それの継続と言え

ばそれで終わるんですけれども、改良点な

り、またこういうことをしたいということ

があれば、端的に、ありますでしょうか。

よろしくお願いします。 

〇委員長（川上 勲君） 

小森保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（小森 進君） 

はい、保健福祉部の小森でございます。 

御質問は東地区の中核の医療機関である

国保診療所の今後の運営はということで御

質問いただいたかなというふうに思います。 

委員おっしゃっていただきましたとおり、

施設につきましてもかなり老朽化が進んで

ございます。ここ数年、いろんな補助金を

使いまして、一部改修も進めてるとこなん

ですけれども、まだいわゆる、最新のとい

いますか、現在にマッチしたといいますか、

誰でもが御利用できるような診療所に一部

できてない部分も、施設的にはございます。

今進めてございます施設の再編の中でもで

すね、私どもの施設のほうも取上げていた

だいておりまして、もし、そのことが実行

されればですね、その辺のところが若干、

若干といいますか、全体的に改善できるの

ではないかなというふうに思っています。 

東地区の医療ニーズといたしましては、

恐らく、箕面病院さんのほうにですね、行
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かれてる方もかなりいらっしゃるのかなと

いうふうに思うんですけれども、やはり

我々としては皆さんのお住まいのところに、

東地区の場合は一番近いという診療所とい

うことでありますので、その分、求められ

るニーズも高くなってこようと思ってます。 

内科の先生につきましても、いろいろ苦

労はしてるんですけれども、何とか過去の、

もう全日で診療してたところが、一部空い

たんですけど、また戻すようにしてござい

ますし、これから高齢化もさらに進むとい

うことで、先ほど言いましたように医療ニ

ーズがさらに高くなるというふうに考えら

れますのでそれの充実にも努めたいと思っ

てございます。 

あと歯科のほうにつきましては、永川歯

科医師を迎えましてですね、先ほど歳入等

ございましたけども、順調に診療も進んで

ございまして、こちらのほうも、地域にこ

たえれるような歯科運営をしていきたいと

いうふうに思ってございます。 

あともう一つ、ちょっと気になっており

ますのが、訪問の医療のほうがですね、御

存じのとおり西地区の内科の先生でござい

ますとか、箕面森町に開業されてる先生に

一部頼ってるところがございます。 

できれば診療所の中の先生がですね、地

域の出向いていける診療ということを、過

去も一部やってたんですけれども、これか

らもそこのところのニーズが必要なのかな

というふうに思ってます。 

その前に、やっぱりスタッフの配置であ

りますとかいろいろその辺のところも気に

なるんですけれども、とにかく総合的に申

し上げますと、内科・歯科とも、地域に求

められるような医療ニーズに耐えるような

診療所を目指していくということでござい

ます。 

以上でございます。 

〇委員長（川上 勲君） 

ほかにございませんか。 

はい、秋元委員。 

〇委員（秋元美智子君） 

今後の診療所のこといろいろお話しされ

てましたけど、まずねこれ、東地域にどの

ぐらい認知されてんですか、診療所。私

時々、えって思うことがあるんだけども、

知ってない人もいらっしゃるというところ

がまず１点。 

もちろん西地域で知らない人は結構いら

っしゃいます。いろんな意味では、医療を

勧めてんですけど、それともう１点気にな

るのが、スタッフの人件費がかなりあちら

かな、かなり安く使ってらっしゃったって

いうか、人件費安いんじゃないかなぁと思

うんだけども、今後その辺りなんかもうち

ょっと考えて、これね一般質問なっちゃう

んで考えていただきたいなと思いますが、

今言ったその認知の宣伝って言ったら失礼

な言い方、なんて言ったらいいのかな、広

報活動に対してはどういうふうな取組され

てんのかお尋ねします。 

〇委員長（川上 勲君） 

小森保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（小森 進君） 

保健福祉部の小森でございます。 

診療所の認知度ということでございます。 

古くからお住まいの方につきましては、

恐らく存じ上げていただいているのかなぁ

というふうには認識してるんですが、今回、

幸にも不幸にもですね、コロナのワクチン

の接種を、国保診療所においてもやってい

ただいてます。ここのほうで見てみますと、

東地区の方ばかりではなく、西側の地域か

らも来ていただいてる方、かなりいらっし

ゃったなという印象を持ってます。 

今回、あぁ同じ町に15分ほど車乗ればこ

ういう診療所もあるんだな、ということは
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認知いただけたのかなというふうに思って

ございます。 

それとこれもコロナ絡みなんですけれど

も、今回の７波でいきますと、特に発熱外

来、ここのところは非常に、毎日いらっし

ゃっていただいておりまして、人数によっ

てはお断りしてる場合もございましたんで

すけれども、これは町内問わずですね、例

えば豊中とか池田市、その辺りからも来ら

れた方いらっしゃいます。これは不幸中の

幸いといいますか、ちょっと言い方はあれ

なのかもしれませんけれども、認知度は若

干上がったのかなと思います。 

ただこれからも、ほかの健診業務ですね、

特定健診であったり、インフルエンザの接

種であったり、これも行いますので、それ

は引き続きですね、広報は努めてまいりた

いとこのように考えてございます。 

以上でございます。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、仙波総務部長。 

〇総務部長（仙波英太朗君） 

はい、総務部の仙波です。 

人件費につきましては御質問等々もいた

だいておるところでございます。 

診療所の充実を図るという面もございま

すけれども、町全体の財政的な状況も考え

て、必要なところには必要な人件費を割当

てていきたいと考えております。 

よろしくお願いします。 

〇委員長（川上 勲君） 

秋元委員。 

〇委員（秋元美智子君） 

コロナはね、皮肉なことに診療所の存在

を知らしめたって感じあります、確かに。 

ただあそこで、歯科もあるということは

ね、ぜひ今後も、皆さんに広く知っていた

だきたいなと思います。 

人件費なんですけどね。そんなこと言っ

てていいのかなとちょっと気になりました。

これは一般質問なっちゃいますので、もう

ちょっと慎重にちょっと考えていただきた

い部分ですのでお願いいたします。 

〇委員長（川上 勲君） 

  答弁よろしいでっか。 

   （「はい」との発言あり） 

〇委員長（川上 勲君） 

ほかにございませんか。 

   （「なし」の声あり） 

〇委員長（川上 勲君） 

質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 

討論ございませんか。 

   （「なし」の声あり） 

〇委員長（川上 勲君） 

討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

本件は原案のとおり認定することに賛成

の方は挙手をお願いします。 

   （全員挙手） 

〇委員長（川上 勲君） 

挙手全員です。 

よって、第３号認定は、原案のとおり認

定することに決定をいたしました。 

次に、第４号認定、令和３年度豊能町後

期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

岡本保険課長。 

〇保険課長（岡本めぐみ君） 

はい、保険課、岡本です。 

それでは、令和３年度豊能町後期高齢者

医療特別会計歳入歳出決算でございます。

決算書の273ページをお開きください。歳入

合計５億9,904万538円。歳出合計５億7,877

万4,207円。差引残高2,026万6,331円を翌年

度に繰り越すものでございます。 

事業評価・主要施策報告書の242ページ
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を御覧ください。 

歳入でございますが、保険料につきまし

ては、調定額、収納額ともに、高齢化に伴

う被保険者の増加に伴い、毎年増額してお

ります。収納率につきましては、令和２年

度は99.8％という高い水準でしたが、令和

３年度は99.73％と僅かに後退いたしました。 

歳出につきましては、245ページを御覧

ください。 

大事業名の３番、後期高齢者医療広域連

合納付金事業につきましては、歳入で申し

上げました保険料と同様に、被保険者の増

加に応じて毎年増額しております。 

概要の説明は以上でございます。 

御審査いただき、御認定くださいますよ

う、よろしくお願いいたします。 

〇委員長（川上 勲君） 

これより本件に対する質疑を行います。 

ございませんか。 

はい、永谷委員。 

〇委員（永谷幸弘君） 

報告書の245ページですね、それの内の

１番ですね、後期高齢者医療事務事業、３

年度が４万1,000円、２年度は99万8,000円

で、３年度かなり減額してるんですけど、

その要因と、ちょっと私よくわからないん

でお聞きいたしますけれども、主な成果の

中で資格異動の受付というのはちょっとど

ういうことなのか、ちょっと勉強不足でわ

かりませんので、この点について、質問し

たいと思います。 

〇委員長（川上 勲君） 

岡本保険課長。 

〇保険課長（岡本めぐみ君） 

はい、保険課の岡本です。 

後期高齢者医療事務事業につきまして、

令和２年度においては、システム改修があ

りまして、91万8,000円程度のシステム改修

を実施しております。 

これは内容としましては、税のほうで、

税制改正がございまして、保険料の軽減の

見直しなどありまして、その対応のシステ

ム改修でございます。 

２つ目の資格異動の受付につきましては、

年齢到達などについては自動的にされるん

ですけれども、後期高齢者医療ということ

で、人生の一番最後まで加入していただく

保険ということになりますので、お亡くな

りになる時には、その資格喪失の手続のほ

か、それに付随する手続を受付させていた

だくというようなことがございます。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（川上 勲君） 

ないようでございますので、質疑を終結

いたします。 

これより討論を行います。 

ございませんか。 

  （「なし」の声あり） 

〇委員長（川上 勲君） 

討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

本件は原案のとおり認定することに賛成

の方は挙手をお願いします。 

   （全員挙手） 

〇委員長（川上 勲君） 

挙手全員であります。 

よって、第４号認定は、原案のとおり認

定することに決定いたしました。 

次に、５号認定、令和３年度豊能町介護

保険特別会計事業勘定歳入歳出決算の認定

についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

岡本保険課長。 

〇保険課長（岡本めぐみ君） 

はい。保険課、岡本です。 
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それでは、令和３年度豊能町介護保険特

別会計事業勘定歳入歳出決算でございます。 

決算書の291ページをお開きください。 

歳入合計23億6,928万7,269円、歳出合計

22億1,886万6,894円であり、差引残高１億

5,042万375円を翌年度に繰り越すものでご

ざいます。 

事業評価・主要施策報告書の250ページ

を御覧ください。 

まず、歳入でございますが、保険料につ

きましては、令和２年度から３年度にかけ

て、約４％の増額となっております。これ

は主に、令和３年度に保険料の改定を行っ

たことによるものです。 

なお、令和３年度の年度末の第１号被保

険者数は、前年度末から68名増の、8,978名

となっております。 

また、認定者は56名増の1,515名、第１

号被保険者の要介護要支援認定率は16.9％

でございます。 

保険料徴収率につきましては、99.67％

から99.68％へ、微増となっております。諸

収入につきましては、例年、預金利子や過

誤による返納金などが主な内容となってお

りますが、令和３年度におきましては、第

三者納付金の収入があり、増額しておりま

す。これは、交通事故など、本来、保険給

付で賄うものではない費用について、保険

給付された場合に、所定の手続を経て返金

していただくというものです。 

続きまして、歳出でございます。 

主要施策報告書の253ページを御覧くだ

さい。 

大事業名の１番、介護保険事務事業につ

きましては、介護保険事業の管理運営に要

する費用で、決算額349万円のうち288万円

は、介護保険のシステム改修に要した費用

です。このうち２分の１である144万円が国

の補助で賄われています。 

大事業名６番の介護保険計画運営事業は、

介護保険運営委員会の開催や、事業計画の

策定に係る費用で、令和２年度は、第８期

計画の策定を行ったため、その業務委託料

561万円を支出しましたが、令和３年度は、

運営委員会の開催のみでしたので、決算額

は12万5,000円となりました。 

大事業名７番から17番までは、保険給付

費に要した経費です。保険給付費総額で御

説明いたしますので、ページを戻りまして、

250ページを御覧ください。 

保険給付費の決算額は合計で19億275万

4,864円、前年度から2.1％の増加となりま

した。 

最後になりますが、主要施策報告書の

254ページを御覧ください。 

19番の介護保険運営事業１億3,045万

7,000円は、前年度からの繰越金を財源とし

て、保険料過年度分の還付、国・府等交付

金の超過額の償還、また、保険料余剰金の

準備基金への積立てなどを行う費用です。

令和２年度の保険給付費の伸びが、当初の

計画ほどの伸びとならなかったため、余剰

金が発生し、国・府等への償還金や準備基

金への積立金が増加したものです。 

概要の説明は以上でございます。 

御審査いただき、御認定くださいますよ

うよろしくお願いいたします。 

〇委員長（川上 勲君） 

ありがとうございました。 

これより本件に対する質疑を行います。 

はい、秋元委員。 

〇委員（秋元美智子君） 

秋元です。 

前から気になってんですが、私が気がつ

いた時からこの介護保険ていつも４人体制

で、たしか人件費４人でずっと上がってき

たと思うんですね。313ページの決算のペー

ジを見て言ってんですが。 
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いいですかね、担当。そのほかにもいろ

んな書類をチェックしている方たちいらっ

しゃいますね。ちょっとその人の体制をお

伺いいたします。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、小森保健福祉部長。 

〇副委員（小寺正人君） 

保健福祉部の小森でございます。 

予算上の人数は４人ということになって

おりますけれども、実際執務してますのは

兼任してる職員もございますので、介護保

険の事務をやっているものは保険課の職員

とですね、それと健康増進課の職員に分か

れています。この４人はちょっと誰が当た

っているのかはちょっと人事のほうに聞か

ないとちょっとわからないんですけれども、

保険課であれば、課長補佐以下、正職員が

５名、あと会計年度職員が認定の聞き取り

調査でありますとか、人数で言えば、聞き

取り調査をしていただくのは４名いてるん

ですが、毎日出勤という形にはなっていま

せん。 

健康増進課のほうにつきましては、実際、

包括支援センターの職員がそれに対応する

ということになりますけれども、包括支援

センターの職員がですね、社会福祉士が１

名と、保健師が１名、それからケアマネが

３名という形になっています。 

以上でございます。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、秋元委員。 

〇委員（秋元美智子君） 

秋元です。 

申し訳ない。そうなると313ページのこ

の決算書をどう見ていいかわからないんで

すね、正直言って。今言うと、単に４名て

いうふうな想定しても、現場行ってみると、

常に入れ替わりとおっしゃっても４人は、

非常勤見たいな方がいつもいらっしゃるし、

何でこういう質問するかっちゅうと、介護

保険のほうを、経費これでやっていけるの

かどうかちょっとそういう意味で、今後ど

うなのかなって見通しも含めて聞いてます

ので、特に、人の配置なんかね、大丈夫な

のかなってちょっと気になりますので、お

願いいたします。 

〇委員長（川上 勲君） 

小森保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（小森 進君） 

はい、保健福祉部の小森でございます。 

人数に関しまして御心配いただいている

のは、非常に私ども現場の職員としてはあ

りがたいなというふうに感じてございます。 

やはり高齢化率も高くなってきておりま

すし、これからも、あと数年間はこのまま

伸び続けるだろうということになりますと、

どうしても事務的には非常にプレッシャー

かかってくるということになります。 

先ほど、総務部長からございました適正

な人員配置ということで町としては見てい

ただいてると思うんですけれども、原課と

現場といたしましては、それは現場の意見

を酌み取りながらですね、ヒアリング臨み

たいなというふうに思ってございます。 

それと特に、こちら事務サイドの保険課

業務もそうなんですけれども、やはり包括

支援センターの健康増進課、保健福祉セン

ター内にある、包括支援センターなんです

が、ここにも、昨年まで課長してたんでよ

く分かるんですけれども、かなり相談の事

案が多くなっている。それと一件一件がか

なり時間かかるケースが多い。最近も、頻

繁に起こってるんですけども、徘回の高齢

者の問題でありますとか、地域のサービス

の受け方でいろいろトラブルがあったりと

か、いろいろ過去にはちょっと想定してな

かった、当初の、「こういう状態になった

んですけど、どういうふうに申請したらい
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いですか」という、こういう一般的な質問

でというか相談ではなく、やはりケースケ

ースが非常に重たくなっているという実情

がございます。 

幸いにして昨年度から社会福祉士も、正

職で入りまして、体制を入替えて頑張って

もらってるんですが、今後も、それについ

ては、件数は少なくなるということはない

のかなと思ってますので、それは実情私の

立場で実情を把握しながら進めていきたい

なというふうに思ってございます。 

以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

よろしいでしょうか。 

仙波総務部長。 

〇総務部長（仙波英太朗君） 

総務部の仙波です。 

介護保険特別会計におけるこの人件費、

事務費もそうなんですけれども、この人件

費とか事務費につきましては一般会計の繰

出金という形で、一般会計のほうから負担

することになっております。 

なのでその介護保険の、いわゆる介護保

険の費用の中から人件費を出したりとかと

いうことはございませんので、この介護保

険、先ほどの国民健康保険も含めて、全体

的な中で、人件費及び物件費をどう考える

かというところで、今後も考えていく必要

があると思っております。 

あとは先ほどの答弁と同じような答弁に

なってしまいますけれども、そういったこ

とも含めまして全体の配置等々を考えて人

件費については割当てをしていきたいと考

えております。 

よろしくお願いいたします。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、秋元委員。 

〇委員（秋元美智子君） 

その場その場で立場いろいろあると思う

んですけどね、やっぱり、今おっしゃった

ように一件一件本当に相談の中にも深刻に

なってくるし、状況も変わってきてますし、

もう特に高齢化ですから、やはりそういっ

た意味での人材の配置、ほかのことも含め

て、慎重に取り組んでいただきたいと思い

ますので、これは要望で終わります。 

〇委員長（川上 勲君） 

ほかにございませんか。 

はい、永谷委員。 

〇委員（永谷幸弘君） 

はい、報告書253ページの先ほどの１番

の介護保険事務事業ですけど、令和３年度

システム改修288万されたという報告を聞き

まして、２年度と比べたらかなりの減額さ

れてるんですけれども、どういう要因がな

ったのかということをお伺いいたします。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、岡本保険課長。 

〇保険課長（岡本めぐみ君） 

はい、保険課、岡本です。 

介護保険につきましても、この費用の差

というのは、システム改修でございます。 

令和３年度のシステム改修につきまして

は、先ほど申し上げました280万円ほどの改

修になったわけですが、令和２年度に関し

ましては、システム改修費が542万7,000円

ほどかかっております。 

内容といたしましては、制度改正に対応

するものと、あと、マイナンバーの関係で

すね、これの対応に関する対応で、システ

ム改修を行っております。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（川上 勲君） 

ないようでございますので、質疑を終結

いたします。 

これより討論を行います。 
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（「なし」の声あり） 

〇委員長（川上 勲君） 

討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

本件は原案のとおり認定することに賛成

の方は挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、挙手全員であります。 

よって第５号認定は、原案のとおり認定

することに決定しました。 

この際、暫時休憩いたします。 

    （午後１時47分 休憩） 

    （午後１時49分 再開） 

〇委員長（川上 勲君） 

休憩前に引き続いて会議を開きます。 

第６号認定、令和３年度豊能町下水道事

業特別会計歳入歳出決算の認定について、

を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

田中都市計画課長。 

〇都市計画課長（田中克生君） 

はい、都市計画課の田中です。よろしく

お願いします。 

それでは第６号認定、令和３年度豊能町

下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

つきまして、御説明申し上げます。 

それでは、決算書の342ページ、事業評

価シートの259ページを御覧ください。 

令和３年度下水道事業特別会計の決算は、

歳入合計４億4,670万8,791円、歳出合計４

億1,017万987円で、差引残高3,653万7,804

円を翌年度に繰越しをするものでございま

す。 

続きまして主要施策成果報告書に基づき

まして御説明させていただきますが、例年

と比べ特に変わっている部分などを御説明

させていただきます。 

事業評価シート263ページを御覧くださ

い。 

まず、大事業名１、下水道運営事業でご

ざいますが、この事業は、消費税の納付や、

下水道建設基金への積立金で、前年度決算

と比較して、864万4,000円の減となってい

ます。主な要因は、下水道建設基金積立金

の減でございます。 

次に、大事業名２、下水道施設管理事業

でございますが、これは、下水道施設の維

持管理に要する費用で、各種施設の点検や

修繕、そして、流域下水道への維持管理負

担金で、前年度決算と比較して、186万

2,000円の増となっています。主な要因は、

流域下水道の維持管理負担金が増となった

ことによるものでございます。 

次に、大事業名３、公共下水道建設事業

でございますが、これは、下水道施設の改

築や更新、ストックマネジメント計画に基

づく点検業務、流域下水道の建設負担金で、

前年度決算と比較して、692万円の減となっ

ております。主な要因は、流域下水道の建

設負担金が減となったためです。 

最後に、大事業名５、公債費償還事業で

ございますが、これは、下水道事業債の償

還金で、前年度と比較して、3,170万2,000

円の減となっております。これは、前年度

において、一部の下水道債の借入時期に際

し、残額の一括返済をしたためです。 

説明は以上でございます。 

御審議の上、御認定賜りますようよろし

くお願いいたします。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、ありがとうございました。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ございませんか。 

永谷委員。 

〇委員（永谷幸弘君） 

説明書263ページの２番の下水道施設管

理事業ですけど、負担金の増は令和３年の
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負担金の増で聞いたんですけれども、維持

管理に係る費用、これについては、２年度、

３年度についてはどんな感じなんですか。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、田中都市計画課長。 

〇都市計画課長（田中克生君） 

都市計画課、田中です。 

御質問の点なんですけども、負担金は増

えておるんですけども、それ以外の維持管

理については例年どおり特に変わったこと

はございません。以上です。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、永谷委員。 

〇委員（永谷幸弘君） 

工事費というか維持管理費は変わってな

いんですけども、件数的にはどんなもんで

すか。ちっちゃい金額であれば数がどんだ

けあるかわかりませんけれども、要するに

老朽化してますのでそういうところまで出

してるかどうかわかりませんが。 

わからなかったら、後で聞きますけど、

すぐ出ますか。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、田中都市計画課長。 

〇都市計画課長（田中克生君） 

はい、都市計画課、田中です。 

例年と件数は特に変更はないんですけど

も、何件あるかっていうのは今ちょっと即

答できませんので、後でちょっと調べて、

ご返答させていただきます。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、どうぞ。 

はい、永谷委員。 

〇委員（永谷幸弘君） 

今日でこれ終わっちゃうんですけど、件

数的な話でしたら、最後の全協のときでも

お話ししてもらっていいんですかね、報告

としては。 

〇委員長（川上 勲君） 

  はい、結構です。そうします。 

はい、ほかにございませんか。 

秋元委員。 

〇委員（秋元美智子君） 

秋元です。 

263ページ成果書のほうなんですけども、

まずね、技術を継承すべき技術職員の採用

が少ないっていうことなんですが、これ、

かなり私は深刻だと思うんですね。 

やっぱりこの人事の問題になってしまう

ので今後どうするのかってことと、もう一

年、二年待ってられないような状況じゃな

いかなというのが１点と、もう１点、その

上のほうの課題の中に、居住人数の減少に

より浄化槽の処理能力が低下していると。 

要するに持ってる規模が大き過ぎるって

ことなのかな。で、今後これに対する見通

しというか、点検っていうのか、改善策と

いうのが今回のこの左側の、要するに決算

に反映されているのかどうか、この２点お

聞きします。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、田中都市計画課長。 

〇都市計画課長（田中克生君） 

都市計画課、田中です。 

まず技術の継承という点なんですけども、

今現在の下水に詳しい職員って言いますの

が、技術系で主に２人。再任用で来ていた

だいてる、後ろの山谷前課長とですね。で、

もう１人機械のほうに強い土木系の技術屋

が１人いております。 

事務職は定期的に採用していただいてい

るんですけども、技術職のほうについても、

若手っていうのが、なかなかちょっといて

ませんですし、募集しても、来ないという

ような状況が何回も続いておりますので、

今後そういったことについてはまた人事部

局とちょっと調整をしながら検討して、引

き続き検討していきたいと、大きな課題に
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なっておりますので、技術の継承について

はちょっと今後の課題ということで、申し

訳ないです。 

あと、浄化槽の維持点検につきましては、

例年どおりの予算の中で、遂行しているわ

けなんですけども、大体ひと月で、今の高

山地区、ひと月で全件、状況を把握してい

る。状況を把握するために、職員のほうを、

現場のほうに行かしているような状況です

ので、不具合がないように、人数等々、減

ったとしてもちゃんと機能しているように、

維持管理のほうは努めているところですの

で、例年これに対して予算措置を特別多く

してるかということではございません。 

以上になります。 

それとあと先ほどの御質問で、永谷委員

の御質問のところで件数なんですけども、

維持管理の契約件数としまして、保守管理

が１件、業務委託の件数として20件、工事

のほうとして６件っていうのが、維持管理

の契約の件数ということで、計上しており

ます。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、秋元委員。 

〇委員（秋元美智子君） 

豊能町だけじゃないと思うんですよね、

全国的に行政の仕事、どう引き継いでいく

かは。ですから、特にこういった本当に技

術的なものっていうのは大事なので、町長

にお願いするのか部長にお願いするのかわ

かりませんけども、やはり、新しい人材入

れて、技術の継承、その先輩がいて、教え

ていく事ができる間に急いでいただきたい

と思いますので、これはお願いで終わらせ

ていただきます。 

〇委員長（川上 勲君） 

はい、永谷委員。 

〇委員（永谷幸弘君） 

先ほど田中都市計画課長から件数、伺っ

たんですが、これは令和３年度ですね。 

今、令和２年度はこの場では出ませんで

すか、また。答弁はいいです。 

〇委員長（川上 勲君） 

全協で令和２年度の分、お願いします。 

ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（川上 勲君） 

なしですか。 

それでは、質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 

   （「なし」の声あり） 

ございませんか。 

   （「はい」の声あり） 

〇委員長（川上 勲君） 

討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

本件は原案のとおり認定することに賛成

の方は挙手を願います。 

   （全員挙手） 

〇委員長（川上 勲君） 

挙手全員であります。 

よって第６号認定は、原案のとおり認定

することに決定しました。 

以上で本委員会に付託されました案件は

全て終了いたしました。 

よって閉会したいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

〇委員長（川上 勲君） 

異議なしと認めます。 

よって本委員会は閉会することに決定い

たしました。 

本委員会の閉会に当たり、町長から挨拶

がございます。 

塩川町長。 

〇町長（塩川恒敏君） 

令和４年度決算特別委員会におきまして、

慎重に御審議を賜り、そして、１号認定か
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ら６号認定まで、全てお認めをいただきま

した。 

誠にありがとうございました。 

審査におきまして、数多くの御意見をち

ょうだいをさせていただきました。 

次年度の予算編成そして事業の見直しも

含めて、しっかりと精査をさせていただき、

反映をさせていただきたいというように存

じます。 

令和３年度、本当に厳しい財政状況でご

ざいます。優先順位を定めて執行してまい

りましたけれども、この財政状況というの

は、これからも続いてまいります。 

これからも厳しい財政状況でございます

けれども、一層の健全化を図るということ

で、進めてまいりたいというふうに存じま

す。 

またコロナ感染症でありますとか、それ

から給付事業でありますとか、あらかじめ

予定がつかない事業も今後出てくるかもわ

かりませんけれども、住民の一番近い、基

礎自治体としての責務をしっかりと果たし

ていく、こういう覚悟でございますので、

ぜひ、委員の皆様も、御支援賜ればという

ように存じております。 

長い間、決算審査に対しまして、本当に

ありがとうございました。 

〇委員長（川上 勲君） 

ありがとうございました。 

拙い委員長で誠に申し訳ございませんで

したけども、無事に令和４年豊能町議会９

月定例会議から決算特別委員会に付託され

ました案件を全て終了いたしました。 

これにて特別委員会を閉会いたします。 

どうもお疲れさんでございました。 

 

      午後２時５分 閉会 
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